
JICA海外協力隊向け実践ガイド

特集

“任期序盤”の過ごし方
派遣国の横顔 〜ペルー〜

2021年
7月
号

2
0

2
1

 
J

U
L

YCROSSROADS

7



一般
シニア

日系一般
	日系シニア

＝青年海外協力隊／海外協力隊
＝	シニア海外協力隊
＝	日系社会青年海外協力隊／日系社会海外協力隊
＝	日系社会シニア海外協力隊

■	合計
一般 シニア 日系一般 日系シニア 小計

派遣中
（男性／女性）

99
（55／44）

5
（4／1）

3
（2／1） 0 107

（61／46）

累計
（男性／女性）

45,803
（24,319／21,484）

6,555
（5,300／1,255）

1,542
（597／945）

547
（252／295）

54,447
（30,468／23,979）

■	アフリカ地域
国名 一般 シニア

ウガンダ 5
ガーナ 10
ガボン 4
ケニア 8
ザンビア 3 1
ジンバブエ 5
タンザニア 3
ナミビア 1
マダガスカル 2
南アフリカ共和国 1
ルワンダ 11

国名 一般 シニア 日系一般日系シニア

ドミニカ共和国 9 3
パラグアイ 1
ボリビア 1

■	中南米地域
国名 一般 シニア

インド 5
ウズベキスタン 2
カンボジア 4
キルギス 2
中華人民共和国 3
ブータン 1
ベトナム 2
マレーシア 2
ラオス 12 2

■	アジア地域

■	欧州地域
国名 一般 シニア

セルビア 1

国名 一般 シニア

トンガ 1
バヌアツ 1

■	大洋州地域

国名 一般 シニア

チュニジア 1

■	中東地域

JICA海外協力隊
派遣現況

（2021年5月末現在、単位：人） 

現在の派遣国数

27カ国
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      派遣国の横顔
  〜ペルー〜
 6	 人的資源
	 	 さん（︎青少年活動・2018年度1次隊）

 8	 人的資源
	 	 さん（︎環境教育・2018年度1次隊）

 4	 JICA	Volunteers’	Reports
	 	 ▶協力隊経験者などが各国の野球事情を発信する公開講座がスタート（︎日本）
	 	 ▶同期のコスタリカ隊員3人で同国産コーヒーを輸入・販売する会社を設立（︎日本）

	 	 	 特集

    “任期序盤”の過ごし方
 10	 時間を共有
	 	 さん（︎東ティモール・理学療法士・2018年度1次隊）

 12	 　思いを伝える
	 	 さん（︎パナマ・コミュニティ開発・2018年度1次隊）

 14	 　顔を売る
	 	 さん（︎ベリーズ・環境教育・2017年度3次隊）

 16	 　課題の調査
	 	 さん（︎インド・日本語教育・2018年度1次隊）
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ロゴタイプデザイン：（株）AND
レイアウト：（株）AND
印刷・製本：弘報印刷（株）

本誌は、JICA海外協力隊が活動・生活を円滑に行うための実
践的な情報、および帰国後の進路開拓や社会還元に関する有
益な情報を提供し、対象者に配布しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2021年度1次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

　JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発 12
村落開発普及員 24
金融 20
青少年活動 6
環境教育 8、14、36
ソフトボール 21
野球 4
PCインストラクター 30
日本語教育 16、26
日系日本語学校教師 26
体育 32
小学校教育 18
料理 36
理学療法士 10

■国別索引 掲載ページ
インド 16
インドネシア 36
ウズベキスタン 20
コスタリカ 4
セネガル 24
ソロモン 30
パナマ 12
東ティモール 10
ブータン 32
ベリーズ 14
ペルー 6、8、36
ボツワナ 21
南アフリカ共和国 18

■出身都道府県別索引 掲載ページ
群馬県 12
埼玉県 18
千葉県 14、21、30、32
東京都 10、20、28
静岡県 6
新潟県 24
兵庫県 16
奈良県 8

Contents

	 18	 	“失敗”から学ぶ
	 	 さん（︎南アフリカ共和国・小学校教育・2018年度1次隊）

	 20	 希少職種図鑑
	 	 ▶金融　 さん（︎シニア海外協力隊員／ウズベキスタン・2016年度4次隊）
	 	 ▶ソフトボール　 さん（︎ボツワナ・2016年度3次隊）

	 22	 JICA海外協力隊的プチテクガイド
	 	 ボッチャ入門／デンタルケアの基本

	 24	 JICA	Volunteers’	Before	▶	After	〜人生を変えた2年間〜
	 	 吉本興業所属の芸人	 さん（︎セネガル・村落開発普及員・2013年度1次隊）

	 26	 帰国後よもやま話
	 	 日本語教育分野隊員篇

	 28	 Pick	Up	OB・OG会
	 	 ▶青年海外協力隊東京OB会
	 	 ▶ICT海外ボランティア会

	 30	 先輩隊員のシューカツ記
	 	 フジクリーン工業株式会社	社員　 さん（︎ソロモン・PCインストラクター・2016年度2次隊）

	 32	 JOCV	SPORTS	NEWS
	 34	 JICA海外協力隊のつぶやき
	 	 お題：「身だしなみ」

	 35	 INFORMATION
	 36	 隊員めし
	 	 インドネシアの牛肉スープ「チョト・マカッサル」

      派遣国の横顔
  〜ペルー〜
 6	 人的資源
	 	 さん（︎青少年活動・2018年度1次隊）

 8	 人的資源
	 	 さん（︎環境教育・2018年度1次隊）

 4	 JICA	Volunteers’	Reports
	 	 ▶協力隊経験者などが各国の野球事情を発信する公開講座がスタート（︎日本）
	 	 ▶同期のコスタリカ隊員3人で同国産コーヒーを輸入・販売する会社を設立（︎日本）

	 	 	 特集

    “任期序盤”の過ごし方
 10	 時間を共有
	 	 さん（︎東ティモール・理学療法士・2018年度1次隊）

 12	 　思いを伝える
	 	 さん（︎パナマ・コミュニティ開発・2018年度1次隊）

 14	 　顔を売る
	 	 さん（︎ベリーズ・環境教育・2017年度3次隊）

 16	 　課題の調査
	 	 さん（︎インド・日本語教育・2018年度1次隊）

JICA海外協力隊の種類（呼称）は、「青年海外協力隊」
「海外協力隊」「シニア海外協力隊」「日系社会青年海
外協力隊」「日系社会海外協力隊」「日系社会シニア海
外協力隊」があります。特に明記されていない場合は「青
年海外協力隊」となります。
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J
I
C
A
海
外
協
力
隊
と
そ
の
経
験
者
に
よ
る

国
内
外
で
の
注
目
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

　
2
0
2
0
年
10
月
に
、
コ
ス
タ
リ
カ
産
コ
ー
ヒ

ー
の
輸
入
・
販
売
を
行
う
N
ナ

チ

ュ

リ

カ

a
t
u
R
i
c
a
合

同
会
社
を
同
期
の
コ
ス
タ
リ
カ
隊
員
2
人
と
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
目
的
は
、サ
ン
ホ
セ
州
ペ
レ
ス
・

セ
レ
ド
ン
市
で
身
体
障
害
者
の
自
立
に
向
け
た

活
動
に
取
り
組
む
団
体
「
モ
ル
フ
ォ
」
を
支
援
す

る
こ
と
で
す
。
コ
ス
タ
リ
カ
の
農
業
協
同
組
合

「
コ
ー
ペ
・
ア
グ
リ
」
が
現
地
で
焙
煎
・
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ン
グ
し
た
コ
ー
ヒ
ー
を
モ
ル
フ
ォ
の
仲
介

を
経
て
当
社
が
輸
入
・
販
売
し
、
売
り
上
げ
の
一

部
を
モ
ル
フ
ォ
に
仲
介
料
と
し
て
お
渡
し
す
る

仕
組
み
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
モ
ル
フ
ォ
が
行
っ
て
い
る
主
な
活
動
は
、
障
害

者
に
つ
い
て
の
理
解
を
広
め
る
た
め
の
啓
発
活

動
、
介
助
者
の
養
成
、
車
椅
子
の
修
理
や
車
椅
子

ク
ッ
シ
ョ
ン
の
作
成
な
ど
で
す
。
当
社
の
設
立
メ

ン
バ
ー
の
1
人
が
協
力
隊
時
代
、
車
椅
子
工
房
設

立
の
支
援
な
ど
を
モ
ル
フ
ォ
で
行
っ
て
い
ま
し

た
。
私
の
任
地
は
ほ
か
の
地
域
に
あ
り
ま
し
た

が
、
作
業
療
法
士
と
し
て
見
聞
を
広
め
た
い
と
思

い
、
任
期
中
に
何
度
か
モ
ル
フ
ォ
を
訪
ね
、
彼
ら

の
活
動
の
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
帰
国
後
、

車
椅
子
の
修
理
技
術
を
学
ぶ
た
め
に
来
日
し
た

モ
ル
フ
ォ
の
ス
タ
ッ
フ
と
再
会
。
そ
の
際
、
活
動

に
対
す
る
彼
ら
の
熱
い
思
い
を
あ
ら
た
め
て
聞

い
た
こ
と
か
ら
、
日
本
か
ら
モ
ル
フ
ォ
を
支
援
す

る
活
動
が
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
設
立

メ
ン
バ
ー
2

人
と
相
談
し

ま
し
た
。
そ

う
し
て
、
日

本
の
N
P
O

法
人
「
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ム
協
会
」
が
モ
ル
フ
ォ
支
援
の
一
貫

と
し
て
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
コ
ス
タ
リ
カ
産
コ

ー
ヒ
ー
の
輸
入
・
販
売
を
引
き
継
が
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
運
営
を
行
う
会
社
を
設

立
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
事
業
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
ま
し
た
。
1
6
8
人
の
方
か

ら
総
額
約
1
5
0
万
円
の
ご
支
援
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
、
そ
の
お
か
げ
で
2
0
2
1
年
の
2

月
と
6
月
に
ま
と
ま
っ
た
量
の
コ
ー
ヒ
ー
を
輸

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
社
の
特
色
と
し
て
、
コ
ー
ペ
・
ア
グ
リ
や
モ

ル
フ
ォ
な
ど
生
産
や
流
通
に
か
か
わ
る
方
々
と

顔
が
見
え
る
形
で
取
引
し
て
い
る
た
め
、
商
品
の

信
用
性
に
つ
い
て
自
信
を
持
っ
て
消
費
者
に
お

伝
え
で
き
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ー
ペ
・
ア
グ
リ
は
環
境
保
護
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
過
程
で
出
る
廃

棄
物
や
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
こ
と
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
コ

ー
ヒ
ー
生
産
の
持
続
可
能
性
の
た
め
に
非
常
に

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
中
心
に
販
売
し
て
お

り
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
味
に
つ
い
て
大
変
な
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ま
だ
売
り

上
げ
は
安
定
し
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
今
後

は
徐
々
に
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
な
ど
へ
の
卸
売

に
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
だ
ま
だ

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
事
業
で
す
が
、
継
続
的

に
モ
ル
フ
ォ
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
、
日
本
の

多
く
の
方
に
コ
ス
タ
リ
カ
産
コ
ー
ヒ
ー
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
私
が
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
宮
崎
大
学
で
は
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
大
学
と
地
域
の
双
方
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
「
産
学
・
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
そ
の
事
業
の
一
環
と

し
て
国
際
協
力
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
2
0
2
1
年
4
月
に

は
、
各
国
の
「
野
球
」
の
事
情
に
つ
い
て
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
す
る
月
2
回
の
公
開
講
座
を
同
セ
ン

タ
ー
で
開
始
し
ま
し
た
。
全
20
回
の
予
定
で
、
講

師
は
協
力
隊
員
と
し
て
途
上
国
で
野
球
の
指
導
・

普
及
に
取
り
組
ん
だ
方
が
中
心
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
「
留
学
」
な
ど
若
い
世
代
の
人
た
ち
が
海
外
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
限
定
さ
れ
て
い
る

な
か
、
困
難
な
社
会
状
況
だ
か
ら
こ
そ
未
来
を
担

う
世
代
が
世
界
に
目
を
向
け
、
世
界
に
羽
ば
た
い

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、
本
講
座
の
狙
い
の
1
つ

で
す
。

　
講
座
は
毎
回
1
カ
国
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
文

化
な
ど
一
般
的
な
情
報
も
交
え
な
が
ら
そ
の
国

の
野
球
事
情
を
紹
介
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
6

月
ま
で
に
、ス
リ
ラ
ン
カ
、ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、コ

ス
タ
リ
カ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
テ

ー
マ
と
す
る
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
初
回
の
ス

リ
ラ
ン
カ
篇
で
は
、
野
球
隊
員
と
し
て
04
〜
06
年

に
同
国
で
活
動
し
た
私
も
講
師
の
1
人
と
し
て

当
時
の
体
験
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
私

の
教
え
子
で
、
現
在
は
宮
崎
大
学
大
学
院
博
士
課

程
で
野
球
の
動
作
解
析
な
ど
の
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
ニ
ロ
ー
シ
ャ
ン
氏
に
も
、
こ
れ
ま
で
の

野
球
人
生
を
語
っ
て
も
ら
う
な
ど
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
同
国
の
野
球
に
つ
い
て
15
年
あ
ま
り

に
わ
た
る
流
れ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
講
座
と

な
り
ま
し
た
。
同
国
で
は
09
年
ま
で
内
戦
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
、
当
時
敵
対
す
る
立

場
に
あ
っ
た
民
族
の
人
た
ち
が
共
に
参
加
す
る

野
球
教
室
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
情
報
を
直

近
で
派
遣
さ
れ
て
い
た
野
球
隊
員
が
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
受
講
者
か
ら
は
「
途
上
国
で
ス
ポ
ー
ツ

を
普
及
す
る
こ
と
の
意
義
が
よ
う
や
く
わ
か
っ

た
気
が
す
る
」
と
い
っ
た
感
想
を
寄
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
日
本
各
地
で
暮
ら
す

約
1
0
0
人
の
方
々
に
受
講
い
た
だ
け
て
お
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の
強
み
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

受
講
い
た
だ
い
て
い
る
方
の
層
は
幅
広
く
、
高
校

野
球
の
選
手
・
指
導
者
・
審
判
員
、
協
力
隊
経
験

者
、
一
般
の
野
球
フ
ァ
ン
の
方
々
な
ど
で
す
。
夕

飯
時
の
開
催
な
の
で
、
夕
飯
を
と
り
な
が
ら
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
受
講
さ
れ
て
い
る
方
も
お
り
、
こ

の
よ
う
に
受
講
者
の
層
が
広
が
る
の
も
オ
ン
ラ

イ
ン
講
座
の
利
点
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
本
講
座
を
通
じ
て
、
海
外
の
野
球
に
何
ら
か
の

か
か
わ
り
や
関
心
が
あ
る
講
師
や
受
講
者
の

方
々
と
の
間
に
、
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
も
本
講
座
の
重

要
な
意
義
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
ま
す
ま

す
、
講
師
や
受
講
者
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
化
学
反

応
が
起
こ
り
、「
野
球
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
国
際
協
力
」

と
い
っ
た
領
域
へ
の
新
た
な
刺
激
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
1
年
9
月
ま
で

の
前
期
日
程
は
す
で
に
定
員
い
っ
ぱ
い
の
受
講

申
込
を
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、
新
た
な
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
興
味
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た
方

は
、
9
月
下
旬
に
申
込
受
付
を
開
始
す
る
予
定
の

後
期
10
回
の
講
座
の
受
講
を
、
ぜ
ひ
ご
検
討
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Japan協力隊経験者などが各国の野球事情を
発信する公開講座がスタート

上：モルフォが開いた介助者を養成する研修会の受講者とモルフォのスタッフ、モルフォで活
動していた さん（後列右から2人目）、大島さん（後列右から3人目）
左：コスタリカ産の木製マグカップ、コーヒー粉、ドリップバックをセットにした商品

2021年6月9日に行われた第4回の講座で、開始の「プレーボール」を唱和する参加者たち。最上段の右から3つめの
枠が後田さん

文＝ （宮崎大学企画総務部総務広報課広報係長／スリランカ・野球・2004年度1次隊）

同期のコスタリカ隊員3人で
同国産コーヒーを輸入・販売する会社を設立
文＝ （NatuRica合同会社代表社員／コスタリカ・作業療法士・2016年度1次隊）

空輸されたコーヒーを成田空
港の倉庫で受け取る大島さん

Japan

講座の概要

日　程

［前期（全10回）］
2021年4月28日（水）〜9月22日（水）

［後期（全10回）］
10月13日（水）〜2022年2月23日（水）
※毎月第2・4水曜日の19:00〜20:30

方　法 Web会議

受講料 2000円（各期）

定　員
一般50人（各期）
※前期は定員に達したため申込受付終
了。後期の申込受付は9月下旬を予定。

テーマ
（予定）

［前期］スリランカ／ブルキナファソ／コ
スタリカ／タンザニア／オーストリア／フ
ィジー／バングラデシュ／ニカラグア／
ウガンダ／ハンガリー

［後期］ネパール／南スーダン／インドネ
シア／ジンバブエ／タイ／ブラジル／ポ
ーランド／ボツワナ／ベトナム／総括

ウェブ
サイト

会社概要

名　　称 NatuRica合同会社

設　　立 2020年10月

事 務 所 東京都港区浜松町2-2-15
浜松町ダイヤビル2F

代表社員 （コスタリカ・作業療法士・
2016年度1次隊）

協力
メンバー

● （コスタリカ・
　マーケティング・2016年度1次隊）
● （コスタリカ・環境教育・
　2016年度1次隊）

事　　業 コスタリカ産コーヒーの輸入・販売

連 絡 先 hola@naturica-cr.com

ウェブサイト



い
る
と
こ
ろ
を
訪
ね
、お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
人
間
関

係
を
つ
く
る
こ
と
だ
。細
川
さ
ん
は
配
属
先
で
初
め

て
働
く
日
本
人
。そ
の
た
め
当
初
は
物
珍
し
さ
か
ら
、

児
童
た
ち
は
興
味
津
々
に
細
川
さ
ん
を
取
り
囲
み
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
き
た
。そ
の
際
、日

本
の
写
真
を
見
せ
た
り
、漢
字
を
書
い
て
み
せ
た
り
、

折
り
紙
を
折
っ
て
み
せ
た
り
す
る
と
、大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。し
か
し
飽
き
ら
れ
る
の
も
早
く
、居
住
棟

を
訪
れ
た
細
川
さ
ん
の
も
と
に
寄
っ
て
く
る
児
童
は

回
を
重
ね
る
ご
と
に
減
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
ん
な
な
か
で
、い
つ
も
寄
っ
て
き
て
く
れ
る
常

連
が
2
人
お
り
、彼
女
た
ち
は
や
が
て
「
将
来
、日
本

に
行
っ
て
み
た
い
」な
ど
と
日
本
へ
の
興
味
の
高
ま

り
を
口
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
ん
な
様
子
を
見

て
細
川
さ
ん
は
、「
日
本
人
」で
あ
る
こ
と
こ
そ
、ほ

か
の
職
員
に
な
い
自
分
の
特
徴
だ
と
実
感
。新
た
に

立
ち
上
げ
る
講
座
は
、日
本
の
文
化
を
体
験
し
て
も

ら
う
も
の
と
す
る
こ
と
に
し
た
。常
連
の
2
人
も「
必

ず
講
座
に
通
う
」と
約
束
。彼
女
た
ち
は
そ
の
後
、講

童
養
護
施
設
で
七
夕
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
と
、児
童

の
大
半
が
短
冊
に
「
家
族
の
元
に
帰
り
た
い
」と
書

い
た
。細
川
さ
ん
は
協
力
隊
時
代
も
配
属
先
で
七
夕

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
が
、や
は
り
児
童
の
大
半
が

短
冊
に
書
い
た
の
は
、「
家
族
の
元
に
帰
り
た
い
」と

い
う
言
葉
だ
っ
た
。

居
住
棟
巡
り
で
関
係
づ
く
り

　
配
属
先
で
講
座
が
開
か
れ
る
の
は
月
・
水
・
金
曜

日
で
、時
間
は
午
後
3
時
か
ら
の
1
時
間
半
。細
川
さ

ん
の
着
任
当
時
、裁
縫
や
パ
ソ
コ
ン
、ダ
ン
ス
、音
楽

な
ど
多
彩
な
講
座
が
開
か
れ
て
お
り
、児
童
は
そ
れ

ぞ
れ
興
味
を
持
っ
た
講
座
を
自
由
に
選
ん
で
受
講
で

き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。そ
う
し
た
な
か
で
細
川

さ
ん
は
、新
た
な
講
座
を
立
ち
上
げ
、自
力
で
受
講
者

を
確
保
す
る
こ
と
を
配
属
先
か
ら
求
め
ら
れ
た
。

　
そ
の
準
備
の
た
め
に
行
っ
た
の
は
、授
業
や
講
座

が
終
わ
っ
て
児
童
た
ち
が
居
住
棟
で
ゆ
っ
く
り
し
て

の
後
の
材
料
費
を
調
達
す
る
た
め
、配
属
先
の
職
員

た
ち
に
販
売
。す
る
と
大
変
な
好
評
で
、ほ
ぼ
す
べ
て

の
職
員
が
買
っ
て
く
れ
た
。な
か
に
は
、5
、6
個
買

っ
て
く
れ
た
り
、「
次
は
こ
う
い
う
柄
の
も
の
を
」と

リ
ク
エ
ス
ト
し
て
き
た
り
す
る
職
員
も
い
た
。

　
任
期
の
終
盤
に
は
、講
座
に
通
い
続
け
た
2
人
の

う
ち
の
1
人
（
以
下
、A
さ
ん
）が
、新
た
に
折
り
紙

ピ
ア
ス
づ
く
り
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
児
童
の

指
導
役
を
買
っ
て
出
て
く
れ
た
。A
さ
ん
は
当
時
16

歳
。ま
だ
し
ば
ら
く
施
設
で
の
暮
ら
し
が
続
く
こ
と

か
ら
、A
さ
ん
が
講
座
を
主
導
す
る
役
目
を
引
き
継

い
で
く
れ
る
可
能
性
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
、細

川
さ
ん
の
任
期
は
終
了
と
な
っ
た
。

　
A
さ
ん
は
交
通
事
故
で
父
親
と
弟
を
亡
く
し
、地

方
農
村
部
で
暮
ら
す
祖
母
と
母
親
の
元
を
離
れ
て
入

所
。大
学
に
進
学
で
き
る
ほ
ど
学
業
が
得
意
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
た
め
、退
所
後
は
実
家
に
戻
る
可
能

性
が
高
い
。そ
う
い
う
児
童
が
、人
格
形
成
の
重
要
な

時
期
に
異
文
化
に
出
会
い
、熱
中
す
る
経
験
が
で
き

た
こ
と
は
、人
生
に
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
持
つ

は
ず
で
あ
り
、そ
れ
を
ア
シ
ス
ト
し
た
こ
と
は
、協
力

隊
員
と
し
て
で
き
た
最
大
の
貢
献
だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い

—
—

細
川
さ
ん
は
そ
う
考
え
て
い
る
。

座
で
扱
う
ネ
タ
を
決
め
る
際
に
は
い
つ
も
相
談
役
と

な
っ
て
く
れ
た
。

折
り
紙
ピ
ア
ス
が
大
好
評
に

　　
細
川
さ
ん
が
講
座
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
、着

任
の
約
半
年
後
。実
際
に
指
導
し
た
の
は
、折
り
紙
、

日
本
語
、書
道
、白
玉
団
子
づ
く
り
、ソ
ー
ラ
ン
節
な

ど
だ
。受
講
者
は
常
時
6
、7
人
ほ
ど
。一
貫
し
て
通

い
続
け
て
く
れ
た
の
は
、前
述
の
2
人
だ
っ
た
。

　
受
講
者
に
特
に
好
評
で
、配
属
先
の
反
響
も
大
き

か
っ
た
の
は
、任
期
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
継
続
し
て
行

う
よ
う
に
な
っ
た
「
折
り
紙
ピ
ア
ス
」
の
制
作
だ
。

通
常
の
折
り
紙
を
16
分
の
1
の
大
き
さ
に
切
り
分

け
、小
さ
な
鶴
や
手
裏
剣
な
ど
を
折
っ
て
ピ
ア
ス
の

金
具
に
ぶ
ら
下
げ
る
も
の
で
あ
る
。小
さ
な
紙
を
き

れ
い
に
折
る
の
は
容
易
で
は
な
く
、上
手
に
こ
な
せ

る
の
は
一
部
の
児
童
に
限
ら
れ
た
。そ
こ
で
、紙
を
折

る
の
が
得
意
で
は
な
い
児
童
に
は
「
金
具
を
ペ
ン
チ

で
曲
げ
る
」「
マ
ニ
ュ
キ
ュ
ア
を
塗
っ
て
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
す
る
」な
ど
ほ
か
の
工
程
を
担
当
し
て
も
ら

い
、「
分
業
制
」で
進
め
る
こ
と
と
し
た
。質
の
良
い

も
の
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、そ

細川さんが行った白玉団子づくりの講座❶折り紙ピアスづくりの講座で受講者がつくった作品
❷折り紙ピアスづくりの講座で、ペンチを使って折り紙の細部を整える
受講者

　
細
川
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、首
都
リ
マ
市
に

あ
る
女
性
対
象
の
児
童
保
護
施
設
。保
護
者
に
よ
る

養
育
が
困
難
な
11
〜
18
歳
の
児
童
に
居
住
の
場
、食

事
、学
校
教
育
、放
課
後
の
講
座
な
ど
を
無
償
で
提
供

す
る
公
的
施
設
で
あ
る
。約
1
2
0
年
前
に
カ
ト
リ

ッ
ク
の
修
道
会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、現

在
は
ペ
ル
ー
女
性
社
会
的
弱
者
省
が
所
管
す
る
。敷

地
に
は
8
つ
の
居
住
棟
、小
学
校
、中
等
学
校
、講
座

用
の
施
設
が
あ
り
、児
童
は
配
属
先
に
置
か
れ
た
学

校
に
通
っ
て
い
た
。細
川
さ
ん
の
着
任
当
時
の
児
童

数
は
約
1
4
0
人
で
、職
員
数
は
約
60
人
。配
属
先
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、講
座
の
充
実
化
を
支
援

す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　
児
童
の
入
所
理
由
で
目
立
っ
た
の
は
「
家
庭
の
貧

困
」だ
。
兄
弟
姉
妹
が
多
く
家
計
が
苦
し
い
た
め
に

長
女
だ
け
が
入
所
し
て
い
る
と
い
っ
た
、細
川
さ
ん

が
派
遣
前
に
働
い
て
い
た
日
本
の
児
童
養
護
施
設
で

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。ま
た
、交
通

事
故
に
よ
り
一
家
の
大
黒
柱
で
あ
る
父
親
を
亡
く

し
、家
計
が
苦
し
く
な
っ
た
か
ら
入
所
し
た
と
い
う

地
方
出
身
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。ペ
ル
ー
の
地
方

農
村
部
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
道
が
多
く
、バ
ス
が

崖
か
ら
転
落
す
る
事
故
な
ど
が
頻
発
し
て
い
た
。

　
児
童
の
入
所
理
由
は
日
本
の
児
童
養
護
施
設
と
の

違
い
が
大
き
い
と
感
じ
た
が
、児
童
の
「
家
族
が
恋

し
い
」と
い
う
気
持
ち
は
共
通
だ
っ
た
。
日
本
の
児

JICA海外協力隊の派遣国ごと
に、それぞれの代表的な職種・
分野の活動例を、任地の文化
や様子と共に紹介します。

■ PROFILE
1995年生まれ、静岡県出身。短期大学で
保育士の資格と幼稚園教諭免許状を取得し
た後、児童養護施設に3年間勤務。2018
年7月に青年海外協力隊員としてペルーに赴任

（現職参加）。20年3月に帰国し、復職。

■ 活動概要
エルメリンダ・カレラ児童保護施設（リマ県リマ
市）に配属され、主に以下の活動に従事。
●日本の文化を体験する講座の運営
●壁画を制作するプロジェクトの実施（他隊員
との協働）

Field1
人的資源

女
性
対
象
の
児
童
保
護
施
設
で

日
本
の
文
化
を
体
験
す
る

講
座
を
運
営

首
都
に
あ
る
児
童
保
護
施
設
に
配
属
さ
れ
、
日
本
文
化
を
体
験
す
る
講
座
を
立
ち
上
げ
た
細

川
さ
ん
。
任
期
後
半
に
な
っ
て
か
ら
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た「
折
り
紙
ピ
ア
ス
」
は
、
配
属
先

の
職
員
が
こ
ぞ
っ
て
買
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
も
の
が
つ
く
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

任地ひと口メモ

〈リマ県リマ市〉

ペルーの首都で、1000万人を超える人口を擁する大都市。16
世紀にインカ帝国を征服したスペイン人により、太平洋岸の砂
漠地帯につくられた街だ

右：野菜と果物が豊富に並ぶ市内のスーパーマーケット
左：チキンの炭火焼きにフライドポテトやサラダを添える、クリ
スマスの定番料理

ペ ル ー

さん
（青少年活動・2018年度1次隊）
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松
下
さ
ん
は
感
じ
て
い
た
。そ
こ
で
、少
な
く
と
も
授

業
で
の
経
験
を
通
し
て
「
生
ご
み
の
堆
肥
化
は
自
分

事
な
の
だ
」と
の
理
解
を
持
っ
て
も
ら
う
べ
く
、1
回

目
の
授
業
は
ま
る
ま
る
「
導
入
」と
し
て
そ
の
解
説

に
充
当
。タ
ラ
ポ
ト
市
の
古
い
方
の
最
終
処
分
場
の

写
真
を
見
せ
な
が
ら
、写
真
に
映
っ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
の
ご
み
が
分
解
さ
れ
る
ま
で
に
ど
れ
く
ら

い
長
い
期
間
が
か
か
る
か
、タ
ラ
ポ
ト
市
の
家
庭
で

出
る
ご
み
の
多
く
は
生
ご
み
で
あ
る
こ
と
、最
終
処

分
場
が
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
生
ご
み
を
減
ら
す
の
が
有
効
な

こ
と
、そ
の
手
段
の
1
つ
と
し
て
生
ご
み
を
堆
肥
化

し
て
利
用
す
る
と
い
う
も
の
も
あ
る
こ
と
、な
ど
を

解
説
し
て
い
っ
た
。

「
参
加
型
」
で
授
業
へ
の
興
味
を
刺
激

　
着
任
当
初
、配
属
先
の
同
僚
た
ち
が
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
環
境
啓
発
を
行
う
際
、「
講
義
形
式
」で

終
始
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。見
て
い
る
と
、集
ま
っ

別
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
を
行
う
授
業
を
単
発

で
実
施
し
た
。

　
任
期
の
後
半
に
入
る
と
、高
倉
式
コ
ン
ポ
ス
ト
の

普
及
を
進
め
た
い
と
い
う
ペ
ル
ー
環
境
省
の
意
向
を

受
け
、配
属
先
は
松
下
さ
ん
た
ち
環
境
教
育
チ
ー
ム

に
対
し
、学
校
で
の
環
境
教
育
授
業
で
は
そ
れ
に
つ

い
て
指
導
す
る
よ
う
リ
ク
エ
ス
ト
。生
ご
み
を
堆
肥

化
す
る
方
法
の
1
つ
で
、果
物
の
皮
な
ど
か
ら
摂
取
・

培
養
し
た
発
酵
菌
を
使
う
こ
と
で
、短
期
間
で
堆
肥

化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
点
な
ど
を
特
徴
と
す
る
も

の
だ
。松
下
さ
ん
は
環
境
省
が
実
施
し
た
高
倉
式
コ

ン
ポ
ス
ト
の
指
導
者
を
養
成
す
る
研
修
を
受
講
し
た

う
え
で
、4
週
に
わ
た
っ
て
週
に
1
回
ず
つ
授
業
を

行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
。5
つ
の
中
等
学
校
の
11

ク
ラ
ス
で
実
施
し
た
。対
象
と
し
た
学
校
は
、配
属
先

が
指
定
し
た
学
校
や
、前
述
の
環
境
省
の
研
修
に
教

員
が
参
加
し
て
い
た
学
校
な
ど
だ
。

　
高
倉
式
コ
ン
ポ
ス
ト
の
方
法
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
も
、手
間
が
か
か
る
作
業
な
の
で
、彼
ら
が
そ
の

後
実
践
し
続
け
て
く
れ
る
可
能
性
は
薄
い
だ
ろ
う
と

対
応
す
る
か
を
決
め
、生
徒
た
ち
に
伝
え
て
お
く
。そ

う
し
て
、手
拍
子
を
と
り
な
が
ら
松
下
さ
ん
と
生
徒

た
ち
が
「
私
た
ち
は
決
ま
り
事
を
守
る
」と
掛
け
合

い
を
し
た
後
、い
ず
れ
か
の
イ
ラ
ス
ト
を
松
下
さ
ん

が
提
示
し
た
ら
、生
徒
た
ち
は
提
示
さ
れ
た
も
の
に

対
応
す
る
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
し
て
い
く
。「
空
気
」「
水

分
」「
食
べ
物
」は
生
ご
み
を
分
解
す
る
菌
が
生
き
る

の
に
必
要
な
も
の
。高
倉
式
コ
ン
ポ
ス
ト
の
作
業
で

は
、菌
と
生
ご
み
を
合
わ
せ
た
後
に
「
空
気
を
取
り

込
む
た
め
に
か
き
混
ぜ
る
こ
と
」「
程
よ
い
水
分
を

加
え
る
こ
と
」「
野
菜
な
ど
を
入
れ
る
こ
と
」の
3
つ

が
「
決
ま
り
事
」で
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
も
ら
う
た

め
に
取
り
入
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
だ
。生
徒
た
ち

は
当
初
、恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
た
も
の
の
、す
ぐ

に
楽
し
ん
で
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、翌
週
の
授
業

で
振
り
返
り
と
し
て
「
3
つ
の
決
ま
り
事
」を
確
認

す
る
と
、生
徒
た
ち
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
頼
り
に
思

い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
っ
た
。

て
い
る
人
た
ち
は
次
第
に
携
帯
電
話
を
い
じ
り
始
め

た
り
、眠
り
始
め
た
り
し
て
お
り
、「
こ
こ
の
人
た
ち

は
黙
っ
て
人
の
話
を
聞
く
こ
と
は
苦
手
な
の
だ
」と

松
下
さ
ん
は
感
じ
た
。一
方
、自
分
自
身
が
学
校
な
ど

で
環
境
教
育
授
業
を
行
い
始
め
た
当
初
は
、ス
ペ
イ

ン
語
の
力
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
た
め
、長
い
時
間

講
義
を
し
続
け
る
こ
と
は
も
と
よ
り
困
難
だ
っ
た
。

そ
こ
で
松
下
さ
ん
は
授
業
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
多

く
取
り
入
れ
、「
参
加
型
」と
な
る
よ
う
工
夫
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。す
る
と
、受
講
者
た
ち
は
期
待
ど
お
り

楽
し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　
特
に
受
講
者
の
反
応
が
良
か
っ
た
の
は
、オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
だ
。日
本
の
「
落
ち

た
落
ち
た
ゲ
ー
ム
」の
よ
う
に
、出
さ
れ
た
単
語
に
対

応
す
る
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
し
て
い
く
ゲ
ー
ム
で
あ

る
。高
倉
式
コ
ン
ポ
ス
ト
の
授
業
で
も
こ
れ
を
取
り

入
れ
た
。「
空
気
」「
水
分
」「
食
べ
物
」を
そ
れ
ぞ
れ

違
う
紙
に
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
し
た
も
の
を
用
意
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
が
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人的資源

　
松
下
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、内
陸
の
ア
マ
ゾ

ン
地
域
に
位
置
す
る
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ン
県
サ
ン
・

マ
ル
テ
ィ
ン
郡
の
役
場
。郡
内
最
大
の
町
で
あ
る
人

口
約
14
万
人
の
タ
ラ
ポ
ト
市
で
、学
校
な
ど
を
回
っ

て
ご
み
に
関
す
る
環
境
教
育
を
行
う
こ
と
が
、求
め

ら
れ
て
い
た
役
目
だ
っ
た
。

　
松
下
さ
ん
が
活
動
し
た
時
期
は
、ご
み
に
関
す
る

市
の
状
況
が
変
化
し
て
い
る
最
中
だ
っ
た
。着
任
当

時
、配
属
先
が
収
集
し
た
ご
み
は
、最
終
処
分
場
と
な

っ
て
い
た
郊
外
の
窪
地
に
投
棄
し
て
い
た
。ご
み
の

中
の
有
害
成
分
を
含
む
浸
出
水
が
地
下
水
を
汚
染
す

る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
、衛
生
上
の
問
題
が
あ
る
「
オ

ー
プ
ン
ダ
ン
ピ
ン
グ
」と
呼
ば
れ
る
処
分
方
法
で
あ

る
。し
か
し
、着
任
の
約
1
年
後
に
は
、衛
生
上
の
問

題
が
な
い
よ
う
管
理
さ
れ
た
新
た
な
最
終
処
分
場
が

竣
工
。浸
出
水
に
よ
る
地
下
水
の
汚
染
を
防
ぐ
た
め

に
遮
水
シ
ー
ト
を
敷
く
な
ど
し
た
施
設
で
あ
る
。

　
最
終
処
分
場
の
延
命
化
を
図
る
た
め
に
配
属
先
が

行
う
ご
み
の
再
資
源
化
の
事
業
も
、松
下
さ
ん
の
任

期
中
に
変
化
し
た
。最
終
処
分
場
に
投
棄
さ
れ
る
ご

み
の
7
割
は
生
ご
み
と
い
う
な
か
、着
任
し
た
当
時
、

配
属
先
は
市
場
で
出
る
生
ご
み
を
分
別
収
集
し
、最

終
処
分
場
の
脇
の
空
き
地
で
堆
肥
化
す
る
こ
と
を
小

さ
な
規
模
で
試
験
的
に
行
っ
て
い
た
。そ
れ
が
、新
た

な
最
終
処
分
場
と
共
に
そ
の
脇
に
屋
根
付
き
の
堆
肥

化
用
施
設
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
本
格
化
。生
ご

み
の
分
別
収
集
の
範
囲
も
一
般
家
庭
へ
と
広
げ
ら
れ

た
。ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、着
任
当
時
は
も
っ

ぱ
ら
民
間
の
業
者
が
首
都
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
販

売
す
る
目
的
で
分
別
収
集
し
て
い
た
が
、新
た
な
最

終
処
分
場
が
出
来
て
か
ら
は
、業
者
が
収
集
し
き
れ

な
い
分
を
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
た
め
、希
望
す
る
家
庭

は
配
属
先
が
分
別
収
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

高
倉
式
コ
ン
ポ
ス
ト
の
授
業
を
実
施

　
こ
の
よ
う
に
配
属
先
が
ご
み
を
再
資
源
化
す
る
事

業
を
活
発
化
さ
せ
る
な
か
、そ
の
効
果
を
高
め
る
た

め
に
必
要
だ
っ
た
の
が
、ご
み
を
出
す
側
で
あ
る
住

民
の
「
分
別
」
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
だ
。

松
下
さ
ん
が
取
り
組
ん
だ
環
境
教
育
は
、主
に
ご
み

の
減
量
化
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
も
の
だ

っ
た
。

　
環
境
教
育
は
、配
属
先
の
担
当
職
員
や
イ
ン
タ
ー

ン
と
共
に
行
っ
た
。市
場
や
各
家
庭
を
回
っ
た
り
、イ

ベ
ン
ト
で
ブ
ー
ス
を
設
け
た
り
し
て
生
ご
み
を
分
別

し
て
出
す
よ
う
促
す
こ
と
も
あ
っ
た
が
、メ
イ
ン
の

活
動
と
な
っ
た
の
は
、学
校
で
環
境
教
育
の
授
業
を

行
う
こ
と
だ
っ
た
。任
期
の
前
半
は
、合
わ
せ
て
25
の

小
学
校
・
中
等
学
校
・
大
学
で
、ご
み
を
正
し
く
分

ご
み
の
減
量
化
に
向
け

小
学
校
や
中
等
学
校
な
ど
で

環
境
教
育
授
業
を
実
施

最
終
処
分
場
の
延
命
に
向
け
、
ご
み
の
減
量
化
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
つ
つ
あ
っ
た
郡
役
所

に
配
属
さ
れ
た
松
下
さ
ん
。
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
学
校
や
地
域
で
ご
み
の
減
量
化
に

対
す
る
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
環
境
教
育
を
行
う
こ
と
だ
っ
た
。

任地ひと口メモ

〈サン・マルティン郡タラポト市〉

内陸のアマゾン地域に位置する人口約14万人のタラポト市
の市街地

中等学校で高倉式コンポストの授業を行う松下さん❶高倉式コンポストの授業で行ったジェスチャーゲームの教材。上から「空気」「水
分」「食べ物」を表している　❷ごみの分別について教える授業のために松下さんが
作成した教材。各種のごみを表すカードを、「有機ごみ」などのカテゴリーに分けていく
❸松下さんから授業を受けた中等学校の環境クラブのメンバーが、学んだことを他の
生徒に伝える授業を行う様子
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さ
ん
が
振
り
返
る
の
は
、
初
出
勤
の
日
だ
。
理
学
療

法
士
と
し
て
の
4
年
間
の
実
務
経
験
が
あ
っ
た
酒
井

さ
ん
は
、「
知
識
や
技
術
を
教
え
る
の
だ
」
と
意
気

込
ん
で
赴
任
。
と
こ
ろ
が
初
日
、
同
僚
た
ち
か
ら
聞

か
さ
れ
た
の
は
「
現
地
語
が
流
暢
で
、
何
で
も
で
き

る
人
だ
っ
た
」
と
い
う
前
任
の
理
学
療
法
士
隊
員
を

賞
賛
す
る
話
だ
っ
た
。「
と
こ
ろ
で
、あ
な
た
は
現
地

語
が
話
せ
な
い
の
？
」。
そ
う
尋
ね
ら
れ
た
酒
井
さ

ん
は
、
現
地
語
が
ま
だ
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
自
信
を
喪
失
。
し
か
し
、
こ
の
日
の
悔
し
さ

が
、そ
の
後
の
活
動
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

 

「
前
任
隊
員
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
1
つ
で
も

多
く
成
し
遂
げ
て
任
期
を
終
え
よ
う
」。
気
持
ち
を

切
り
替
え
た
酒
井
さ
ん
は
、
当
面
の
活
動
方
針
を
検

討
。
現
地
語
が
ま
だ
十
分
に
話
せ
な
い
う
ち
は
、
何

か
を
「
教
え
る
」
ど
こ
ろ
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
ま

ず
は
同
僚
た
ち
の
仕
事
を
「
教
わ
る
」
こ
と
に
徹
し

よ
う
と
決
め
た
。

 

「
教
わ
る
」
た
め
に
酒
井
さ
ん
は
、
担
当
と
な
っ
た

患
者
の
治
療
に
携
わ
る
か
た
わ
ら
、
た
と
え
理
学
療

法
に
関
係
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
頼
ま
れ
た
作
業

は
す
べ
て
引
き
受
け
る
よ
う
に
し
た
。
例
え
ば
、
ギ

　

酒
井
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
病
床
数
が
約

1
4
0
床
と
い
う
総
合
病
院
の
理
学
療
法
科
。
着
任

当
時
、
外
来
患
者
と
入
院
患
者
を
合
わ
せ
て
1
日
に

10
〜
20
人
が
同
科
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い
た
。
多

か
っ
た
の
は
、
バ
ス
や
バ
イ
ク
で
の
事
故
や
、
コ
コ

ナ
ツ
の
木
か
ら
の
落
下
で
骨
折
し
た
患
者
だ
。
所
属

し
て
い
た
理
学
療
法
士
は
7
人
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
（
以
下
、
C
P
）
と
な
っ
た
科
長
を
含
め
て
2
人

が
ベ
テ
ラ
ン
で
、
残
り
の
5
人
は
実
務
経
験
が
ま
だ

1
年
未
満
と
い
う
若
手
だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
理
学
療
法
の
教
育
を
受
け
て
い
た
が
、
施

術
は
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
と
「
物
理
療
法
」
が
中
心
で
、

日
本
の
理
学
療
法
で
重
視
さ
れ
て
い
る
「
運
動
療

法
」
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、痛
み
は

一
時
的
に
和
ら
ぐ
も
の
の
、
回
復
は
お
ぼ
つ
か
な
い

と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
酒
井
さ
ん

が
メ
イ
ン
の
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、
同
僚

た
ち
に
運
動
療
法
の
技
術
を
伝
え
る
こ
と
だ
っ
た
。

「
教
え
る
」で
は
な
く「
教
わ
る
」

 

「
任
期
中
で
も
っ
と
も
つ
ら
い
日
だ
っ
た
」
と
酒
井

プ
ス
の
製
作
は
若
手
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
医
師
の
補
助

を
し
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
手
間
暇
が
か
か
る
作
業

も
厭
わ
ず
手
伝
っ
た
。
ギ
プ
ス
づ
く
り
は
経
験
が
な

く
、
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
ま
た
、

C
P
か
ら
患
者
の
情
報
に
つ
い
て
月
ご
と
の
集
計
を

出
す
事
務
作
業
を
振
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も

酒
井
さ
ん
は
患
者
に
つ
い
て
良
く
知
る
機
会
だ
と
考

え
、
拒
否
し
な
か
っ
た
。
や
が
て
C
P
か
ら
、「
肩
が

凝
っ
て
い
る
の
で
揉
ん
で
ほ
し
い
」
な
ど
と
業
務
外

の
こ
と
も
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
酒
井
さ

ん
は
「
自
分
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
技
術
を
直
に
感
じ
て

も
ら
え
る
良
い
機
会
だ
」
と
考
え
、引
き
受
け
た
。

　

こ
の
よ
う
な
過
ご
し
方
が
実
を
結
び
始
め
た
の

は
、
着
任
し
て
半
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
か
ら
だ
。
そ

れ
ま
で
酒
井
さ
ん
は
同
僚
た
ち
と
同
じ
部
屋
で
、
患

者
に
対
し
て
運
動
療
法
を
中
心
と
す
る
治
療
を
行
っ

て
い
た
が
、
そ
れ
を
同
僚
た
ち
に
勧
め
る
こ
と
は
し

て
い
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、同
僚
た
ち
が
「
運

動
療
法
も
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
だ
ろ
う

か
？
」と
尋
ね
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。「
教

え
る
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
た
」
と
感
じ
た
酒
井
さ

ん
は
、
易
し
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
や
り
方
な
ど
を
伝

授
。
す
る
と
彼
ら
は
、
患
者
に
自
発
的
に
そ
れ
ら
を

教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

従
来
、
同
僚
た
ち
は
患
者
に
対
し
て
「
次
は
来
ら

れ
る
と
き
に
来
て
」
な
ど
と
、
そ
の
後
の
治
療
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
あ
い
ま
い
な
指
導
を
し
て
い

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
ま
だ
治
療
の
継
続
が
必
要
な
患

者
が
通
院
を
止
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
た
。

酒
井
さ
ん
は
「
教
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
た
」

と
感
じ
た
後
、同
僚
た
ち
に
、「
週
に
3
回
は
通
院
す

る
よ
う
に
」
な
ど
と
具
体
的
な
数
値
で
患
者
に
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
こ
と
を
提
案
。
す
る
と
同
僚
た
ち
は
そ

れ
を
実
践
し
、
理
学
療
法
科
が
治
療
す
る
患
者
の
総

数
が
、
月
の
平
均
で
3
割
程
度
増
え
る
と
い
う
変
化

❶高齢者入所施設で肩こり予防の体操の指導を行う酒井さん
❷配属先で若手の理学療法士と共に運動療法を行う酒井さん

が
あ
っ
た
。

徒
歩
通
勤
に
変
更

　

酒
井
さ
ん
が
任
期
序
盤
に
心
掛
け
、
そ
の
後
の
活

動
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
あ
っ

た
。
そ
の
1
つ
は
「
任
地
で
は
な
る
べ
く
徒
歩
で
移

動
す
る
」
と
い
う
も
の
だ
。
着
任
し
た
当
時
、任
地
に

は
ほ
か
に
も
日
本
人
が
住
ん
で
お
り
、
酒
井
さ
ん
は

当
初
、
週
末
は
彼
ら
と
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。

3
カ
月
ほ
ど
経
っ
て
任
地
に
い
た
日
本
人
た
ち
が
帰

国
。
そ
こ
で
は
た
と
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
現
地
の

人
た
ち
と
過
ご
す
時
間
が
少
な
い
た
め
、
地
域
に
つ

い
て
の
知
識
が
欠
け
て
い
る
」
と
気
づ
い
た
。
酒
井

さ
ん
に
は
配
属
先
以
外
で
も
地
域
の
た
め
に
な
る
活

動
に
取
り
組
み
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
、
そ
れ
に
は

地
域
に
つ
い
て
の
知
識
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
そ
こ
で

酒
井
さ
ん
は
、
手
始
め
に
通
勤
手
段
を
乗
合
バ
ス
か

ら
徒
歩
に
変
更
。
現
地
の
人
で
も
歩
き
た
が
ら
な
い

よ
う
な
急
な
坂
道
を
含
む
片
道
30
分
く
ら
い
の
通
勤

路
だ
っ
た
。
厭
わ
ず
徒
歩
通
勤
を
続
け
た
と
こ
ろ
、

や
が
て
見
ず
知
ら
ず
の
住
民
か
ら
「
あ
な
た
は
昨

日
、あ
そ
こ
を
歩
い
て
い
た
ね
」「
あ
な
た
は
病
院
で

働
い
て
い
る
ら
し
い
ね
」
な
ど
と
声
を
掛
け
ら
れ
る

こ
と
が
増
え
て
き
た
。

　

あ
る
と
き
、
徒
歩
で
通
勤
す
る
酒
井
さ
ん
に
1
台

の
車
が
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
近
づ
い
て

き
て
、
運
転
し
て
い
る
現
地
の
人
が
「
病
院
で
働
い

て
い
る
日
本
人
よ
ね
」
と
声
を
掛
け
て
き
た
。
高
齢

者
の
入
所
施
設
で
働
い
て
い
る
人
で
、「
施
設
で
運

動
の
指
導
を
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
酒
井
さ
ん
は
そ
の
施
設
で
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
活
動
と
し
て
定
期
的
に
利
用
者
へ

の
運
動
指
導
を
す
る
こ
と
が
叶
っ
た
の
だ
っ
た
。

“任期序盤”
の過ごし方

特集

「現地のことを知る」「現地の人との関係を築く」など、

その後の活動の基盤づくりを行う任期序盤。「ああし

ておけば良かった」と後悔しないために、任期序盤に

念頭に置いておいたほうが良いことは何か？　事例

を通して要点をピックアップする。

❷ ❶

さんの事例
（東ティモール・理学療法士・
  2018年度1次隊）時間を共有

CASE 1

■  PROFILE
1991年生まれ、東京都出身。大
学卒業後、理学療法士として総
合病院に4年間勤務。2018年7
月、青年海外協力隊員として東
ティモールに赴任。20年3月に一
時帰国し、同年 7月に任期を終
了。

■  協力隊活動
バウカウ県病院に配属され、主
に以下の活動に従事。
●同僚への理学療法に関する知
識と技術の伝達
●地域における障害者の支援

頼
ま
れ
た
業
務
を
す
べ
て
引
き
受
け

同
僚
た
ち
の
信
頼
を
獲
得

総
合
病
院
に
配
属
さ
れ
、
理
学
療
法
の
質
向
上
に
取
り
組
ん
だ
酒
井
さ
ん
。

着
任
初
日
、
前
任
隊
員
と
比
較
さ
れ
て
自
信
を
失
い
か
け
た
が
、

「
教
わ
ろ
う
」
と
い
う
姿
勢
で
同
僚
た
ち
と
の
関
係
づ
く
り
に
努
め
、
活
路
を
見
出
し
て
い
っ
た
。

1カ月目

着任
▼

3カ月目6カ月目
9カ月目

「同僚たちに教わる」
という姿勢で活動を開始

プライベートでも現地の人と
かかわる時間を持つように半年

▼
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「前任隊員」という重荷
前任隊員が活発に活動した人であ
る場合、後任隊員は当初比較され、
「語学力が低い」などと評価されてし
まいがちだと思います。これから赴任
される方はぜひ、そうしたプレッ
シャーにめげず、粘り強く同僚たちか
らの信頼獲得に努めてください。

酒井さんの

　　　   アドバイスひとこと
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さ
が
ド
ア
ま
で
達
す
る
箇
所
も
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
故
障
は
日
常
茶
飯
事
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
村
は

い
ず
れ
も
配
属
先
か
ら
離
れ
て
お
り
、
徒
歩
で
赴
く

の
は
難
し
か
っ
た
た
め
、
小
寺
さ
ん
は
た
び
た
び

C
P
に
車
の
修
理
状
況
を
尋
ね
た
も
の
の
、
い
つ
ま

で
経
っ
て
も
返
っ
て
く
る
の
は
「
今
、
修
理
し
て
い

る
最
中
だ
」
と
の
返
事
ば
か
り
だ
っ
た
。
気
に
な
っ

て
同
期
隊
員
の
S
N
S
を
覗
く
と
、
少
し
ず
つ
活
動

が
始
ま
っ
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
、
小
寺
さ
ん
の
焦

り
は
募
っ
て
い
っ
た
。

　

い
つ
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
の
好
転
を
た
だ

待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
仕
方
が
な
い
、
現
状
で
で
き

る
こ
と
を
実
践
し
て
い
こ
う

—
—

。
そ
う
考
え
て
小

寺
さ
ん
が
動
き
出
し
た
の
は
、
着
任
の
約
1
カ
月
後

だ
。
午
前
中
は
、
C
P
が
行
う
コ
ン
ポ
ス
ト
づ
く
り

指
導
の
た
め
の
資
料
づ
く
り
や
、
用
務
員
が
行
う
配

属
先
の
庭
の
整
備
な
ど
を
手
伝
い
、
午
後
は
配
属
先

か
ら
徒
歩
で
行
け
る
範
囲
に
あ
る
町
中
の
家
庭
を
一

軒
ず
つ
訪
問
し
、
自
己
紹
介
を
行
う
と
い
う
ル
ー
テ

ィ
ン
を
つ
く
っ
た
。

　

必
ず
午
前
中
は
配
属
先
に
い
る
こ
と
に
し
た
の

は
、
同
僚
た
ち
と
の
関
係
づ
く
り
に
不
可
欠
だ
と
考

　

小
寺
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
パ
ナ
マ
環
境
省

持
続
的
環
境
開
発
セ
ン
タ
ー
の
地
方
支
所
。
環
境
に

配
慮
し
た
形
で
地
域
が
発
展
す
る
こ
と
を
支
援
す
る

機
関
で
、
有
機
農
業
や
コ
ン
ポ
ス
ト
づ
く
り
、
森
林

保
全
な
ど
に
関
す
る
指
導
を
住
民
に
対
し
て
行
っ
て

い
た
。
配
属
さ
れ
て
い
た
オ
フ
ィ
サ
ー
は
、
支
所
長

を
含
め
て
2
人
。
小
寺
さ
ん
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

（
以
下
、
C
P
）
と
な
っ
た
の
は
支
所
長
で
は
な
い
方

の
オ
フ
ィ
サ
ー
で
、
農
業
分
野
の
専
門
性
を
持
ち
、

20
年
以
上
勤
務
し
て
き
た
男
性
だ
っ
た
。
配
属
先
に

は
8
年
ほ
ど
前
に
協
力
隊
員
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
際
、
共
に
活
動
し
た
の
も
C
P
だ
っ
た
。

小
寺
さ
ん
の
メ
イ
ン
の
活
動
と
な
っ
た
の
は
、
配
属

先
が
管
轄
す
る
村
で
、
住
民
を
対
象
に
環
境
教
育
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
こ
と
だ
っ
た
。

現
状
で
可
能
な
取
り
組
み
か
ら
着
手

　

配
属
先
が
管
轄
す
る
地
域
に
は
14
の
村
が
存
在
し

て
い
た
。
そ
れ
ら
を
C
P
と
共
に
巡
回
し
て
活
動
を

行
う
は
ず
だ
っ
た
が
、
着
任
当
時
、
配
属
先
の
車
は

故
障
。
各
村
ま
で
の
道
は
未
舗
装
で
、
雨
期
は
水
か

え
た
か
ら
だ
。「
最
初
の
う
ち
は
、毎
日
配
属
先
に
行

っ
て
、
ど
ん
な
話
題
で
も
構
わ
な
い
か
ら
同
僚
た
ち

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
関
係
づ
く
り
に

努
め
る
こ
と
が
仕
事
な
の
だ
と
思
っ
た
ほ
う
が
良

い
」

—
—

先
輩
隊
員
か
ら
そ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
て
い
た
。
配
属
先
で
毎
日
「
雑
用
」
と
も
言
え
る

よ
う
な
作
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
C
P
な
ど
と

の
関
係
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
人
た
ち
と
の

関
係
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
た
。
例
え
ば
、
通
勤
で

配
属
先
の
前
を
通
る
外
部
の
人
が
、
庭
の
整
備
を
し

て
い
る
小
寺
さ
ん
に
声
を
掛
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
、
後
に
地
域
で
環
境
教
育
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
際
に
助
っ
人
と
な
っ
て
く
れ
た
り
も
し
た
。

　

一
方
、家
庭
訪
問
を
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
、「
地

域
に
出
れ
ば
何
か
の
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
G
o
o
g
l
e 

マ
ッ

プ
に
表
示
さ
れ
な
い
道
が
多
く
あ
る
地
域
だ
っ
た
た

め
、
自
己
紹
介
の
た
め
に
回
る
際
は
毎
回
、
新
た
な

方
面
を
お
よ
そ
の
見
当
で
歩
き
な
が
ら
、
地
図
を
自

作
し
て
い
っ
た
。
行
く
つ
も
り
の
方
面
は
必
ず
事
前

に
C
P
に
伝
え
、
安
全
性
の
面
で
問
題
が
な
い
か
ど

う
か
を
確
認
し
た
。

　

自
己
紹
介
で
活
用
し
た
の
は
「
折
り
紙
」
だ
。
花

を
折
っ
て
自
分
の
名
前
を
書
き
、訪
問
先
に
渡
し
た
。

こ
れ
が
、
住
民
と
の
距
離
を
縮
め
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
。
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
は
「
ほ
か
の
も
の
も

折
っ
て
」
と
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
、
初
対
面
で
も
懐
い

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
着
任
し
て
3
カ
月
経
っ

た
こ
ろ
に
は
、
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
手
指
の
運

動
に
な
る
か
ら
」
と
依
頼
を
受
け
、
公
民
館
で
週
1

回
、
折
り
紙
教
室
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
そ
の
受
講
者
か
ら
孫
へ
、
孫
か
ら
校
長
へ
と
小

寺
さ
ん
の
こ
と
が
伝
わ
り
、
校
長
か
ら
の
依
頼
で
学

校
で
の
折
り
紙
教
室
を
開
く
機
会
も
与
え
ら
れ
た
。

C
P
に
思
い
が
伝
わ
り
、活
動
が
進
展

　

家
庭
訪
問
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
後
の
活
動
に
と

っ
て
い
く
つ
か
の
点
で
良
い
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
。

　

そ
の
1
つ
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
訓
練
に
な
っ
た
と
い
う
点
だ
。
折
り

紙
教
室
を
重
ね
た
こ
と
で
、
大
勢
の
人
の
前
に
立
っ

て
話
を
す
る
こ
と
に
慣
れ
た
た
め
、
後
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
巡
回
が
可
能
と
な
り
、
環
境
教
育
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
た
と
き
も
、
当
初
か
ら
手
こ
ず
ら

ず
に
済
ん
だ
。

　

折
り
紙
教
室
を
開
い
た
学
校
で
は
、
環
境
教
育
授

業
の
継
続
的
な
開
催
が
叶
い
、
さ
ら
に
学
校
と
の
連

携
で
子
ど
も
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
も
実
施
で
き
た
。

　

家
庭
訪
問
の
取
り
組
み
の
も
っ
と
も
大
き
な
効
果

は
、
小
寺
さ
ん
に
対
す
る
C
P
の
信
頼
が
厚
く
な
っ

た
点
だ
。
着
任
当
初
、
ス
ペ
イ
ン
語
が
ま
だ
苦
手
な

小
寺
さ
ん
が
、
あ
ま
り
積
極
的
に
会
話
を
し
よ
う
と

し
な
い
こ
と
を
C
P
は
不
満
に
思
っ
て
お
り
、「
も

っ
と
ス
ペ
イ
ン
語
で
話
そ
う
と
す
べ
き
だ
。
使
わ
な

い
と
話
せ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
」
な
ど
と
伝
え
て
く

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
単
身
で
地
域

住
民
の
中
に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
小
寺
さ
ん
を
頼
も

し
く
感
じ
た
よ
う
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
以

前
よ
り
積
極
的
に
と
り
、
活
動
を
二
人
三
脚
で
進
め

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
な
っ
て
わ
か
っ
た

こ
と
だ
が
、
C
P
は
こ
の
時
期
、
配
属
先
の
本
部
に

「
車
が
な
け
れ
ば
協
力
隊
員
が
活
動
で
き
な
い
。
何

と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
掛
け
合
い
続
け
て
い
た
。
そ

の
結
果
、
本
部
に
あ
る
車
を
2
週
間
交
代
で
シ
ェ
ア

し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
寺
さ
ん
の
着
任

か
ら
半
年
ほ
ど
経
っ
た
時
期
で
あ
る
。
以
後
、
そ
れ

ま
で
の
家
庭
訪
問
の
取
り
組
み
を
ス
テ
ッ
プ
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

❶高齢者グループを対象に折り紙教室を行う小寺さん
❷高齢者グループの折り紙教室の受講者
❸名刺代わりに配布した折り紙
❹学校で環境教育の授業を行う小寺さん

さんの事例
（パナマ・コミュニティ開発・2018年度1次隊）思いを伝える

CASE 2

可
能
な
取
り
組
み
か
ら
着
手
し

後
の
基
盤
づ
く
り
を
す
る

14
の
村
を
管
轄
す
る
行
政
機
関
に
配
属
さ
れ
た
小
寺
さ
ん
。

村
を
巡
回
し
て
活
動
を
行
う
は
ず
だ
っ
た
が
、
車
が
故
障
中
で
そ
れ
が
不
可
能
だ
っ
た
な
か
、

徒
歩
圏
内
の
家
庭
を
訪
問
し
、
活
動
の
端
緒
を
探
っ
て
い
っ
た
。

1カ月目

着任
▼

3カ月目6カ月目
9カ月目

「同僚の手伝い」と
「家庭訪問」を開始

高齢者グループを対象とする
「折り紙教室」を開始半年

▼

❶

❷

❹

❸

■  PROFILE
1988年生まれ、群馬県出身。大
学卒業後、地方公共団体に行
政職で7年間勤務。2018年6月、
青年海外協力隊員としてパナマ
に赴任（現職参加）。20年3月に
帰国し、復職。

■  協力隊活動
パナマ環境省持続的環境開発セ
ンターのエル・カカオ支所（西パ
ナマ県カピラ市）に配属され、
主に以下の活動に従事。
●学校や地域での環境教育ワー
クショップの実施
●生活習慣改善指導の実施
●子どもたちへのキャリア支援

軸足は配属先に
配属先の予算などの都合で、求められて
いる活動に着手できない場合、配属先
以外で活動のパートナーを見つけるの
も打開策の1つですが、後に同僚たちか
ら協力を得るためにも、配属先との接点
を持ち続けることは重要だと思います。

小寺さんの

　　　   アドバイスひとこと

“任期序盤”の過ごし方特集
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た
め
、
最
初
の
活
動
は
木
村
さ
ん
自
身
で
見
つ
け
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　

木
村
さ
ん
は
活
動
の
ア
イ
デ
ア
を
学
ぶ
た
め
、
先

輩
の
環
境
教
育
隊
員
の
活
動
現
場
を
見
学
。
先
輩
隊

員
が
取
り
組
ん
で
い
た
の
は
、
ご
み
の
減
量
に
関
す

る
啓
発
と
し
て
、
コ
ン
ポ
ス
ト
を
つ
く
り
、
そ
れ
を

使
っ
て
育
て
た
野
菜
な
ど
を
販
売
す
る
こ
と
だ
っ

た
。
木
村
さ
ん
は
早
速
、
配
属
先
の
敷
地
で
コ
ン
ポ

ス
ト
づ
く
り
を
開
始
。
と
こ
ろ
が
、
同
僚
た
ち
は
そ

の
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
コ
ン

ポ
ス
ト
づ
く
り
の
知
識
を
持
つ
1
人
の
職
員
が
木
村

さ
ん
の
作
業
現
場
に
や
っ
て
来
た
が
、
助
言
を
す
る

ば
か
り
で
、
共
に
進
め
よ
う
と
は
し
て
く
れ
な
か
っ

た
。
同
僚
た
ち
の
そ
う
し
た
反
応
を
見
た
木
村
さ
ん

は
、
た
と
え
上
手
く
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
も
、
そ
の
活
動
を
い
ず
れ
か
の
同
僚
が
引
き

継
い
で
く
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
、
コ

ン
ポ
ス
ト
づ
く
り
を
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

　

次
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
の
は
、「
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
」
で
あ
る
。
配
属
先
の
敷
地
に
は
何
に
も
使
わ

れ
て
い
な
い
土
地
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
着
想
し
た
活

動
で
あ
る
。そ
こ
に
花
や
木
を
植
え
て
美
化
を
図
り
、

　

木
村
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
ベ
リ
ー
ズ
北
部

に
位
置
す
る
オ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
町
の
役
場
。
約
20

人
の
職
員
が
働
い
て
い
た
。
同
役
場
で
は
「
誇
り
と

愛
着
を
育
む
教
育
活
動
」
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
そ

の
一
貫
と
し
て
学
校
で
の
環
境
教
育
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
が
、木
村
さ
ん
の
メ
イ
ン
の
活
動
と
な
っ
た
。

着
任
早
々
の
ト
ラ
イ
ア
ル
＆
エ
ラ
ー

　

木
村
さ
ん
は
配
属
先
に
派
遣
さ
れ
た
4
代
目
の
環

境
教
育
隊
員
。
1
〜
3
代
目
の
協
力
隊
員
は
主
に
学

校
で
の
環
境
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
か
ら
、

自
身
の
活
動
も
そ
れ
が
中
心
と
な
る
心
づ
も
り
で
赴

任
し
た
。
先
代
ま
で
の
協
力
隊
員
は
単
独
で
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
着
任
時
、
学
校
で
の
環
境
教
育

を
担
当
し
て
い
る
同
僚
は
い
な
か
っ
た
。

　

木
村
さ
ん
が
学
校
で
活
動
す
る
た
め
に
は
、
配
属

先
か
ら
学
校
に
対
し
て
教
員
免
許
状
な
し
に
活
動
す

る
こ
と
の
許
可
を
求
め
る
レ
タ
ー
を
出
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
し
か
し
、
対
応
し
て
く
れ
る

は
ず
の
同
僚
が
多
忙
で
、
手
続
き
が
停
滞
。
配
属
先

か
ら
ほ
か
の
活
動
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た

そ
れ
を
目
に
す
る
同
僚
や
住
民
た
ち
の
環
境
に
対
す

る
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
た
。
と
こ
ろ

が
、や
は
り
同
僚
た
ち
は
一
向
に
関
心
を
示
さ
な
い
。

そ
う
し
て
コ
ン
ポ
ス
ト
づ
く
り
の
場
合
と
同
様
の
理

由
で
断
念
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
着
任
し
て
1
カ
月

半
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
だ
。

　

着
手
し
た
活
動
が
立
て
続
け
に
頓
挫
し
た
こ
と

で
、
木
村
さ
ん
の
落
胆
は
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、

早
々
に
ト
ラ
イ
ア
ル
＆
エ
ラ
ー
を
経
験
し
た
こ
と

で
、
よ
り
妥
当
な
方
向
へ
と
活
動
の
舵
を
早
め
に
切

り
直
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
同
僚
た
ち
は
協
力
隊

員
と
協
働
す
る
こ
と
は
望
ん
で
お
ら
ず
、
先
代
ま
で

の
協
力
隊
員
と
同
様
、
木
村
さ
ん
に
も
単
独
で
活
動

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る

—
—

自
身
が
置
か
れ
て
い

る
そ
ん
な
状
況
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
。

学
校
で
環
境
教
育
を
行
う
に
し
て
も
、
現
地
の
誰
か

が
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
協
力
隊
員
が
い
な
く
て
も
継

続
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
た
木

村
さ
ん
は
、
配
属
先
以
外
で
協
働
し
て
く
れ
る
人
を

見
つ
け
よ
う
と
決
意
。
町
を
回
っ
て
ま
ず
は
顔
を
売

る
「
営
業
活
動
」
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

現
地
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
端
緒
に

　

回
っ
た
先
は
、
学
校
や
図
書
館
、
文
化
施
設
な
ど
。

訪
問
先
で
は
、
そ
こ
の
事
業
の
概
要
な
ど
を
尋
ね
つ

つ
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
ベ
リ
ー
ズ
に
や
っ

て
来
た
か
を
紹
介
し
た
。

　

そ
の
後
の
活
動
に
特
に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
出

会
い
は
、
着
任
の
約
2
カ
月
後
に
初
め
て
訪
問
し
た

「
ハ
ウ
ス
・
オ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
」（
以
下
、「
ハ
ウ
ス
」）

と
呼
ば
れ
る
文
化
施
設
だ
。
ベ
リ
ー
ズ
政
府
は
同
種

の
施
設
を
各
地
に
置
い
て
お
り
、
そ
の
地
方
の
文
化

を
保
全
し
た
り
、
対
外
的
に
発
信
し
た
り
す
る
こ
と

を
主
な
事
業
と
し
て
い
た
。

　

そ
の
訪
問
が
き
っ
か
け
で
、「
ハ
ウ
ス
」
の
ス
タ

ッ
フ
が
先
住
民
の
マ
ヤ
族
が
暮
ら
す
マ
ヤ
村
で
文
化

を
記
録
す
る
動
画
を
撮
る
取
材
に
同
行
さ
せ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
た
。
村
で
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
熱
心

な
女
性
た
ち
が
多
く
、「
活
動
の
ネ
タ
に
な
る
」
と

感
じ
た
木
村
さ
ん
は
以
後
、
毎
週
末
に
マ
ヤ
村
を
訪

問
。
育
て
て
い
る
植
物
の
こ
と
を
は
じ
め
、
人
と
の

付
き
合
い
方
や
休
日
の
過
ご
し
方
、
食
事
な
ど
村
の

文
化
を
教
わ
っ
た
。
一
方
、
取
材
に
同
行
し
て
い
た

「
ハ
ウ
ス
」
の
関
係
者
の
な
か
に
、
マ
ヤ
族
で
は
な
い

け
れ
ど
も
そ
の
文
化
に
詳
し
い
女
性
（
以
下
、
A
さ

ん
）
が
い
た
が
、
彼
女
は
現
地
の
文
化
を
知
ろ
う
と

す
る
木
村
さ
ん
の
姿
勢
を
評
価
。
以
後
、
家
に
招
い

て
は
ベ
リ
ー
ズ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。

　

マ
ヤ
村
の
女
性
や
A
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
現
地
の

知
識
は
、
後
の
糧
に
な
っ
た
。
最
初
に
環
境
教
育
授

業
を
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
は
マ
ヤ
村
の
学
校

だ
っ
た
が
、
現
地
の
文
化
の
デ
ィ
テ
ー
ル
に
触
れ
る

授
業
は
受
け
が
良
く
、
評
判
が
広
ま
っ
て
他
校
で
も

継
続
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

学
校
で
の
環
境
教
育
授
業
に
つ
い
て
は
、
結
局
最

後
ま
で
担
当
者
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
教
員
へ
の
指
導
に
は
力
を
注
ぎ
続
け
た
。
そ
う

し
て
任
期
の
終
盤
に
は
、
巡
回
先
の
学
校
に
よ
る
合

同
の
環
境
啓
発
イ
ベ
ン
ト
が
、
各
校
の
教
員
た
ち
が

主
体
と
な
っ
て
2
つ
実
現
し
た
。
町
に
置
く
ご
み
箱

の
デ
ザ
イ
ン
と
、
ご
み
を
リ
ユ
ー
ス
し
て
つ
く
る
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
学
校
間
で
競
う
も

の
だ
。
構
想
は
木
村
さ
ん
が
練
っ
た
が
、
運
営
は
教

員
た
ち
が
担
当
。
全
国
ネ
ッ
ト
の
放
送
局
や
全
国
紙

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
配
属
先
と
し
て
も
広
報
の
点

で
無
視
で
き
な
い
反
響
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
校
と

共
同
で
イ
ベ
ン
ト
の
定
着
を
目
指
し
て
お
り
、
木
村

さ
ん
は
帰
国
後
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
日
本
か
ら

参
画
し
て
い
る
。

1カ月目

着任
▼

6カ月目
9カ月目

着
任
早
々
の
失
敗
を
も
と
に

活
動
の
妥
当
な
方
向
性
を
獲
得

さんの事例
（ベリーズ・環境教育・2017年度3次隊）顔を売る

CASE 3

学
校
で
の
環
境
教
育
の
活
性
化
を
求
め
ら
れ
て
町
役
場
に
配
属
さ
れ
た
木
村
さ
ん
。

着
任
当
初
、
先
輩
隊
員
の
活
動
を
参
考
に
試
み
た
活
動
が
頓
挫
す
る
な
か
、
そ
の
失
敗
を

通
じ
て
配
属
先
の
状
況
を
察
知
。
活
動
の
妥
当
な
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

半年
▼

配属先以外での
「営業活動」を開始

2カ月目

❶熱心にガーデニングを行うマヤ村の家庭で育てている植物について聞き取りを行う木村さん
❷学校対抗で開催した「ごみ箱デザインコンテスト」の参加者とその出品作品
❸学校対抗で開催した「クリスマスツリーデザインコンテスト」の参加者とその出品作品
❹学校で環境教育の授業を行う木村さん

❶

❷

❸❹

■  PROFILE
1992年生まれ、千葉県出身。大
学卒業後、民間企業で貿易業
務に従事。2018年1月、青年海
外協力隊員としてベリーズに赴
任。20年1月に帰国。現在は自
動車部品メーカーに勤務。

■  協力隊活動
オレンジウォーク町役場（オレン
ジウォーク郡）に配属され、主
に以下の活動に従事。
●学校を巡回しての環境教育授
業の実施
●環境啓発イベントの開催（ごみ
箱デザインコンテストやクリスマ
スツリーコンテストなど）

トライアル＆エラーは早めに
着任早々、配属先のニーズも良くわから
ないままいくつかの活動を試み、ことご
とく頓挫。しかし、その経験は配属先の
状況を知る手立てとなりました。着任当
初は、考えすぎずに何かを実行してみる
というスタンスも有益かと思います。

木村さんの

　　　   アドバイスひとこと

“任期序盤”の過ごし方特集



■
日
本
語
教
師
と
し
て
の
今
後
の
プ
ラ
ン

■
家
庭
の
状
況

【
学
生
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
の
主
な
質
問
項
目
】

■
日
本
語
能
力
の
レ
ベ
ル

■
日
本
語
の
学
習
歴

■
日
本
語
を
勉
強
す
る
目
的

■
受
け
て
い
る
日
本
語
授
業
の
満
足
度

■
予
定
し
て
い
る
進
路

 

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
」
と
い
う
ア
イ
デ

ア
は
赴
任
前
か
ら
持
っ
て
い
た
。
新
卒
で
の
協
力
隊

参
加
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
活
動
を
進
め
る
べ
き
か

に
つ
い
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
か
っ
た
た

め
、
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
よ
う
な
情
報
が
欲
し
か

っ
た
と
い
う
の
が
、着
想
し
た
理
由
の
1
つ
だ
。

　

も
う
1
つ
の
理
由
は
、大
学
時
代
の
経
験
に
あ
る
。

国
際
交
流
基
金
の
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
派
遣
事
業

に
よ
り
約
半
年
間
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
中
等
教
育
機

関
で
現
地
日
本
語
教
師
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め

た
。
そ
の
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
地
日
本
語
教
師

を
対
象
に
、彼
ら
が
そ
れ
ま
で
受
け
て
き
た
教
育
が
、

彼
ら
の
授
業
の
や
り
方
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い

る
か
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
を
行
い
、
大
学
の
卒
業

　

馬
場
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
工
科
系
大
学
の

外
国
語
学
部
。
メ
イ
ン
の
活
動
と
な
っ
た
の
は
、
選

択
必
修
外
国
語
の
1
つ
と
な
っ
て
い
た
日
本
語
の
授

業
を
行
う
こ
と
と
、
同
僚
の
イ
ン
ド
人
教
員
の
日
本

語
能
力
や
日
本
語
指
導
力
の
向
上
を
支
援
す
る
こ
と

だ
っ
た
。
着
任
当
時
、
日
本
語
を
選
択
し
て
い
た
の

は
約
1
5
0
0
人
。
約
70
人
ず
つ
の
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
て
受
け
る
必
修
の
授
業
が
各
ク
ラ
ス
に
週
2
コ
マ

ず
つ
あ
り
、
そ
れ
ら
を
日
本
語
教
育
の
経
験
が
豊
富

な
6
人
の
同
僚
教
員
と
馬
場
さ
ん
で
分
担
し
た
。

同
僚
教
員
と
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

2
0
1
8
年
度
の
始
業
と
同
時
に
着
任
し
た
馬
場

さ
ん
は
、
直
後
か
ら
3
ク
ラ
ス
の
授
業
を
担
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
馬
場
さ
ん
が
同
僚
教
員
と
学
生
を

対
象
と
す
る
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
の
は
、そ
の
約
1
カ
月
後
だ
。

【
教
員
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
の
主
な
質
問
項
目
】

■
日
本
語
能
力
の
レ
ベ
ル

■
日
本
語
の
学
習
歴

■
担
当
し
て
い
る
日
本
語
授
業
の
課
題

論
文
に
ま
と
め
た
。
現
地
日
本
語
教
師
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
含
む
研
究
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
通
じ

て
、「
彼
ら
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
事
前
に
把
握

し
て
い
れ
ば
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
も
っ
と
彼
ら

に
寄
り
添
っ
た
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
」
と
感
じ
て
い
た
の
だ
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
作
成

し
た
質
問
用
紙
を
事
前
に
同
僚
教
員
た
ち
に
見
せ
、

意
見
を
求
め
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
は
現
状
を
把

握
す
る
こ
と
だ
っ
た
が
、「
自
分
の
力
量
が
評
価
さ

れ
る
」
と
嫌
が
る
同
僚
教
員
も
い
る
だ
ろ
う
と
い
う

懸
念
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。
学
生
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
受
け
て
い
る
日
本
語
授
業
の
満
足
度
」
を
尋

ね
る
項
目
を
設
け
て
い
た
が
、
同
僚
教
員
た
ち
か
ら

は
、「
授
業
の
満
足
度
に
つ
い
て
は
『
漢
字
』『
文
法
』

な
ど
単
元
ご
と
に
細
か
く
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
一
方
、
や
は
り
「
聞
か
な
い
で
ほ
し

い
」
と
い
う
意
見
も
出
た
。
結
局
、「
授
業
の
満
足
度
」

に
つ
い
て
は
5
段
階
評
価
の
選
択
式
と
自
由
記
述
式

の
併
用
と
し
、
集
計
時
に
は
5
段
階
評
価
の
結
果
は

集
計
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
日
本
へ

の
留
学
や
日
系
企
業
へ
の
就
職
な
ど
を
目
指
し
て
日

本
語
を
選
択
し
た
と
い
う
学
生
が
多
く
、
そ
う
し
た

学
生
は
学
習
意
欲
が
高
い
こ
と
や
、
教
員
た
ち
も
指

導
力
向
上
へ
の
意
欲
が
高
い
こ
と
だ
。

　

一
方
で
、
配
属
先
で
行
わ
れ
て
い
る
日
本
語
授
業

に
は
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
教
員
も
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
配
属
先
の
日
本
語
授
業
で
行
わ
れ

て
い
る
の
は
、
文
法
を
覚
え
て
母
語
に
翻
訳
し
て
い

く
「
文
法
訳
読
法
」
と
い
う
教
授
法
。
そ
れ
を
前
提

と
し
た
教
科
書
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
定
期
テ
ス
ト

も
文
法
や
語
句
を
ど
れ
だ
け
暗
記
し
て
い
る
か
を
確

か
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
教
授
法
は
、
実

際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
は
つ
な

が
り
づ
ら
い
。
日
本
へ
の
留
学
や
日
系
企
業
へ
の
就

職
を
視
野
に
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
は
、
そ
の
点
に
物

足
り
な
さ
を
感
じ
て
お
り
、
教
員
の
な
か
に
は
、
大

学
の
方
針
で
文
法
訳
読
法
に
終
始
せ
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
に
忸
怩
た
る
思
い
を
持
つ
人
も
い
た
。

　

馬
場
さ
ん
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
こ
う
し
た
結
果

を
、
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
活
動
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
上
げ
る
た
め
に
教
科
書
か
ら
外
れ
た
授
業
を
行
え

ば
、
学
生
た
ち
の
定
期
テ
ス
ト
の
成
績
を
下
げ
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
馬
場
さ
ん
は
、

自
分
が
行
う
授
業
で
は
毎
回
導
入
部
分
を
使
い
、
そ

の
授
業
で
学
ぶ
こ
と
が
日
本
で
研
究
や
仕
事
を
す
る

際
に
ど
の
よ
う
な
場
面
で
活
用
で
き
る
の
か
を
説
明

し
て
、
日
本
語
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し

た
。導
入
部
分
の
そ
う
し
た
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
直
後
か
ら
始
め
た
教
員
た
ち
と

の
週
2
回
の
勉
強
会
で
も
提
案
し
た
。

　

馬
場
さ
ん
は
さ
ら
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
盛
り
込
ん
だ
企
画
書
を
つ
く
り
、
日
本
語
に
よ
る

実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
必
要
な
ス
キ
ル
の

獲
得
を
目
的
と
す
る
講
座
の
新
設
を
上
司
に
提
案
。

国
際
交
流
基
金
が
つ
く
っ
た
教
科
書
を
使
う
も
の

で
、
着
任
の
半
年
後
に
は
国
際
交
流
基
金
と
の
共
催

講
座
と
い
う
形
で
そ
れ
が
実
現
し
た
。
当
初
は
馬
場

さ
ん
が
講
師
を
担
当
し
た
が
、
任
期
の
半
ば
に
年
度

が
変
わ
っ
て
か
ら
は
同
僚
教
員
と
の
チ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
に
移
行
。
受
講
し
た
学
生
が
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
な
ど
し
た
こ
と
か

ら
、
大
学
側
に
も
そ
の
意
義
が
徐
々
に
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り

現
場
の
状
況
を
客
観
的
に
把
握

工
科
系
大
学
に
配
属
さ
れ
、
日
本
語
授
業
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
馬
場
さ
ん
。

赴
任
前
に
活
動
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
か
っ
た
な
か
、
着
任
早
々
に
同
僚
教
員
と

学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
そ
こ
で
得
た
情
報
が
後
の
活
動
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
。

1カ月目

着任
▼

6カ月目
9カ月目

同僚教員と学生への
アンケート調査を実施

さんの事例
（インド・日本語教育・2018年度1次隊）課題の調査

CASE 4

半年
▼

アンケート調査の結果
に基づいた新講座が開始

❶担当していたクラスで授業を行う馬場さん
❷学生対象のアンケート調査の回答用紙
❸タミル・ナドゥ州の教員を対象に開催した研修会
❹配属先の教員による勉強会
❺アンケート調査で「日本や日本文化を知る機会も欲しい」と回答した学生が多かったことから、
馬場さんは日本や日本文化について紹介する「日本通信」を毎月発行するようになった

❶

❷

❸

❹

❺

■  PROFILE
1994年生まれ、兵庫県出身。大
学在学中、国際交流基金アジア
センターの日本語パートナーズ
派遣事業により、インドネシアで
現地日本語教師のアシスタント
を務める。大学卒業後の2018年
7月、青年海外協力隊員としてイ
ンドに赴任。20年 3月に一時帰
国し、同年7月に任期を終了。

■  協力隊活動
スリ・ラマスワミー・メモリアル大
学（タミル・ナドゥ州）の外国語
学部に配属され、主に以下の活
動に従事。
●日本語授業の実施
●インド人日本語教師の日本語
能力・日本語指導力向上の支援

アンケート調査は同僚たちと
現地の人たちへのアンケート調査は、現
地の状況や課題を把握し、活動計画策
定につなげることができます。同僚たち
と協力して行えば、より充実した内容に
なると思います。また、重ねて行えば、活
動計画の見直しにもつなげられます。

馬場さんの

　　　   アドバイスひとこと

“任期序盤”の過ごし方特集



　
　

協
力
隊
員
の
持
ち
物
を
盗
ん
だ
児
童
に
対
し

と
っ
さ
に
手
を
上
げ
て
し
ま
っ
た

 

話
＝

さ
ん（
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
・
小
学
校
教
育
・
2
0
1
8
年
度
1
次
隊
）
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各
学
年
に
約
30
人
の
ク
ラ
ス
が
1
つ
ず
つ
あ

る
7
年
制
の
小
学
校
に
配
属
さ
れ
、
4
〜
7
年

生
の
算
数
授
業
を
担
当
し
た
。
4
年
生
以
上
の

学
年
は
教
科
担
任
制
が
と
ら
れ
て
い
た
。

　

着
任
当
時
、
5
年
生
で
も
指
を
使
わ
な
け
れ

ば
1
桁
の
足
し
算
が
で
き
な
い
な
ど
、
児
童
の

学
力
の
低
さ
は
驚
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
私
は
毎

日
補
講
を
行
い
、
児
童
の
学
力
向
上
の
た
め
に

懸
命
に
活
動
し
た
。
一
方
、
遅
刻
や
喧
嘩
、
窃
盗

な
ど
素
行
の
悪
さ
も
問
題
だ
っ
た
。
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
で
は
、
教
育
現
場
で
の
体
罰
が
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
地
の
教
員
は
、

「
素
手
は
ま
ず
い
が
、
木
の
枝
を
使
え
ば
問
題
に

な
ら
な
い
」
と
言
い
、
実
際
に
彼
ら
は
そ
の
方

法
で
児
童
を
し
つ
け
て
い
た
。
過
去
に
協
力
隊

員
が
児
童
に
体
罰
を
し
、
問
題
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
と
い
う
話
を
赴
任
直
後
に
聞
い
て
い
た

こ
と
か
ら
、
私
は
木
の
枝
を
使
う
体
罰
で
さ
え

行
わ
な
い
と
決
め
て
い
た
。
授
業
や
補
講
を
重

ね
て
児
童
た
ち
と
の
関
係
が
出
来
て
く
る
と
、

大
き
な
声
で
叱
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で

児
童
に
反
発
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
彼

ら
の
素
行
は
徐
々
に
良
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

着
任
し
て
1
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
、
素
行
が

際
立
っ
て
悪
い
5
年
生
の
男
子
児
童
（
以
下
、

A
君
）
が
配
属
先
に
転
校
し
て
き
た
。
他
の
児

童
と
の
喧
嘩
が
絶
え
ず
、
私
を
含
め
て
教
員
た

私の配属先は病院でした。病院の栄養補助食品を何度も不
正に持ち出そうとする同僚がおり、それを止めようとする私を
彼女が罵ってきたときに、思わず手を出してしまったことがあり
ます。思い返して反省したのは、「なぜ同僚がそのような行動
を起こすのか？」をまずは考えるべきだったということです。後
にほかの同僚から、生活が苦しい家庭なのだと聞きました。感
情的になることは必ずしも悪いことではなく、物事に一生懸命
に取り組んでいれば仕方のないことだとも思います。本事例で
は、A君ともう少し向き合い、彼の行動の背景を理解してあげ
ることができれば良かったのではないでしょうか。

児童の学力向上のために毎日補講を行うなど、熱心に活動され
たことはわかりました。私は日本で教職を経験してから協力隊に
参加しましたが、教育の現場で大切なことは、児童のバックグラ
ウンドを見つめ、児童の幸せのために何ができるのかを考えて接
することであり、これは国や言語、文化に関係なく大切にすべき
ことだと、私自身の経験から実感しています。絶えず児童たちの
幸せのために何ができるかを考えようと心がけていれば、本事例
のように児童が意表を突く行動をとったときでも、ひと呼吸置い
て「この子の幸せのために、自分はどういう対応をすべきか」を
考えることができるのではないかと思います。

文＝協力隊経験者
●アフリカ・栄養士・2016年度派遣
●活動概要：県病院に配属され、栄養失調児の母親への栄養講
習や地域住民を対象とした料理教室を実施

行動を起こした背景に目を向ける児童の幸せのために何ができるかを考える

文＝協力隊経験者
●大洋州・理科教育・2017年度派遣
●活動概要：中等学校に配属され、理科と数学の授業を実施。 楠本さんが担当した小学5年生のクラスの算数授業

ち
は
Ａ
君
に
手
を
焼
い
た
。

　

転
校
の
1
カ
月
後
、
私
が
用
意
し
て
い
た
ご

褒
美
の
シ
ー
ル
を
A
君
が
盗
ん
だ
。
教
え
子
に

私
物
を
盗
ま
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
初
め
て
だ
っ

た
。
ほ
か
の
児
童
か
ら
事
情
を
知
ら
さ
れ
、
実

際
に
A
君
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
シ
ー
ル
が
出
て
き

た
た
め
、「
謝
り
な
さ
い
」
と
言
っ
た
。
し
か
し

A
君
が
無
言
で
睨
み
つ
け
て
き
た
こ
と
か
ら
、

私
は
思
わ
ず
平
手
で
顔
を
は
た
い
て
し
ま
っ

た
。
A
君
は
驚
き
、
走
っ
て
下
校
。
私
は
我
に
帰

り
、す
ぐ
に
そ
の
件
を
校
長
に
報
告
し
た
。

　

そ
の
翌
日
、
A
君
の
母
親
が
学
校
に
や
っ
て

来
て
、校
長
に
「
訴
え
る
」と
告
げ
た
。
校
長
は
、

私
が
毎
日
補
講
を
す
る
な
ど
、
児
童
の
学
力
向

上
の
た
め
に
熱
心
に
活
動
し
て
い
る
の
を
理
解

し
て
く
れ
て
い
た
た
め
、「
君
に
は
こ
こ
で
活

動
を
続
け
て
ほ
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、こ
う
い
う

問
題
を
起
こ
す
の
は
や
め
て
ほ
し
い
」
と
言
っ

て
く
れ
た
。
任
地
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

こ
と
も
覚
悟
し
た
が
、結
局
、訴
え
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
ま
ま
、A
君
は
ま
た
転
校
し
て
い
っ
た
。

　

任
期
終
盤
に
な
り
、
算
数
を
教
え
て
き
た
児

童
た
ち
が
よ
う
や
く
四
則
計
算
を
こ
な
せ
る
ま

で
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
せ

た
活
動
だ
っ
た
だ
け
に
、
志
半
ば
で
任
地
変
更

に
も
な
り
か
ね
な
か
っ
た
A
君
の
一
件
は
、
大

き
な
失
敗
だ
っ
た
と
思
う
。

■  PROFILE
1995年生まれ、埼玉県出身。早稲田大学教
育学部を卒業後、2018年7月に青年海外協
力隊員として南アフリカ共和国に赴任。20年
7月に帰国。

■  活動概要
地方農村部の小学校に配属され、主に以下
の活動に従事。
●小学校4〜7年生の算数・英語・生活科の

授業の実施
●日本の小学校との間のビデオ交流の開催

事例整理

“失敗”から“失敗”から
 学ぶ 学ぶ＃192

他隊員の分析

隊員自身の振り返り
協力隊員が過去に児童に体罰をし、問題になったことがある
という話を聞いていたにもかかわらず、それをしてしまったA君
の件は、さまざまな要因が重なったからだと思います。最大の
要因だと思うのは、私の教員としての力不足です。教職の経験
がないまま協力隊に参加したため、子どもたちへの接し方の引
き出しが少なかったと思います。「教師の自分に悪さをする」「教
師の自分を睨みつける」といった行動をとる子どもはA君が初
めてであり、こちらも混乱してとっさの行動に出てしまいまし
た。「ひと呼吸置いて冷静になり、相手の話を聞く」などの対
応が適切だったのではないかと思います。

促進要因 阻害要因

内部
【隊員側の強み（S）】
毎日補講をするなど、活動
への意欲が高かった

【隊員側の弱み（W）】
派遣前に教職を務めた経験
がなかった

外部
【活動環境の強み（O）】
隊員の活動姿勢に対する
校長の理解があった

【活動環境の弱み（T）】
現地教員も手を焼くほど児
童の素行が悪かった

【本事例の状況（SWOT分析）】

立てた目標

体罰を使わずに、児
童たちの素行の悪さ
を直す

実際の結果

素行の悪い児童に体
罰を振るってしまった
ため、問題となる

活動
開始



ま
し
た
。

　

一
方
、
時
間
の
遵
守
に
つ
い
て
は
、
最
終

的
に
実
践
を
促
す
こ
と
は
諦
め
ま
し
た
。
現

地
で
は
、
家
庭
で
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に

家
庭
外
の
仕
事
や
活
動
に
関
す
る
時
間
の

約
束
を
犠
牲
に
す
る
の
は
一
般
的
で
す
。
そ

う
し
た
社
会
の
な
か
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に

関
し
て
時
間
の
遵
守
を
促
す
の
は
出
過
ぎ

た
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
か
ら
で

す
。
た
だ
し
、
配
属
先
の
同
僚
は
私
の
言
わ

ん
と
す
る
こ
と
を
理
解
し
て
、
指
導
者
や
選

手
に
時
間
遵
守
の
大
切
さ
を
説
い
て
く
れ

た
の
で
、
現
地
の
人
た
ち
の
間
で
こ
の
問
題

に
つ
い
て
の
議
論
が
い
ず
れ
活
発
化
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

競
技
経
験
を
踏
ま
え
て
重
要
だ
と
思
う
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
、
相
手
が
そ
れ
を
受
け

入
れ
て
く
れ
な
い
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の

職
種
で
派
遣
さ
れ
る
方
々
は
皆
、
さ
ま
ざ
ま

な
壁
に
直
面
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
際
の
落
ち
込
み
は
、
赴
任
時
に
持
っ
て

い
た
や
る
気
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
大
き

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
や
る
気
は

や
は
り
活
動
の
大
切
な
源
だ
と
思
い
ま
す
。

理
想
と
現
実
の
差
に
い
っ
た
ん
は
戦
意
喪
失

し
た
と
し
て
も
、
赴
任
時
に
抱
い
て
い
た
や

る
気
を
思
い
出
し
て
、
現
地
の
方
々
と
出
会

っ
た
縁
の
貴
重
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
く

だ
さ
い
。
そ
こ
か
ら
ぜ
ひ
、
自
分
に
何
が
で

き
る
か
を
も
う
一
度
考
え
、
立
ち
上
が
っ
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
ボ
ツ
ワ
ナ
で
は
メ
ジ
ャ

ー
な
競
技
で
、
各
地
に
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
存

在
し
、
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
で
私
の

主
な
活
動
と
な
っ
た
の
は
、
男
女
の
ボ
ツ
ワ

ナ
代
表
チ
ー
ム
を
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
と

し
て
指
導
す
る
こ
と
と
、
各
地
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
や
小
学
校
に
赴
い
て
講
習
会
を
実
施

す
る
こ
と
で
す
。
男
子
代
表
チ
ー
ム
は
世
界

選
手
権
大
会
で
初
め
て
ベ
ス
ト
8
入
り
を
、

女
子
代
表
チ
ー
ム
は
世
界
選
手
権
大
会
本

戦
へ
の
初
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

Q 

活
動
で
の
最
大
の
困
難
は
？

　

継
続
し
て
指
導
す
る
代
表
チ
ー
ム
の
選

手
た
ち
に
は
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
り
ト
ン
ボ
が

け
を
し
た
り
と
い
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、

道
具
を
大
切
に
扱
う
こ
と
、
時
間
の
遵
守
な

ど
、
プ
レ
ー
以
外
に
選
手
と
し
て
大
切
な
こ

と
の
実
践
を
促
そ
う
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
現
地
の
指
導
者
で
す
ら
こ
れ
ら
に
は
馴

染
み
が
な
く
、
当
初
は
声
が
け
を
し
て
も
指

導
者
と
選
手
の
い
ず
れ
か
ら
も
ほ
と
ん
ど

反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Q 

ど
う
対
応
し
ま
し
た
か
？

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
私
自

身
が
率
先
し
て
行
い
、
そ
れ
を
見
て
真
似
て

く
れ
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
す
る
と
、
自
発

的
に
実
践
す
る
指
導
者
や
選
手
、
選
手
に
実

践
を
促
す
指
導
者
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り

經澤さん（最前列）が指導した大学生たちと中村さん（前列中央）がたびたび指導に訪れたクラブチームの選手たちと※人数は2021年5月末現在。 ※人数は2021年5月末現在。

希少職 種図鑑派遣人数は少ないものの
いぶし銀の活躍をする

職種の事例をピックアップ

金融
#A211

ソフトボール
#G123

さん
（シニア海外協力隊員／

ウズベキスタン・2016年度4次隊）

さん
（ボツワナ・2016年度3次隊）

■  活動概要
世界経済外交大学（タシケント州タシケント市）に配属
され、主に以下の活動に従事。
●国際金融市場論の授業の実施
●国際マーケティングや信用リスク管理について教え
る補習ゼミの実施
●証券市場の開発を行う政府機関へのアドバイス

■  PROFILE
1954年生まれ、東京都出身。成蹊大学経済学部を
卒業後、米・アリゾナ州立大学サンダーバード国際経
営大学院の国際経営学修士課程を修了。その後、外
資系の銀行と証券会社で信用リスク管理に関する業
務に従事。定年退職後の2017年3月、シニア海外協
力隊員としてウズベキスタンに赴任。19年3月に帰国。

■  活動概要
ボツワナソフトボール連盟（ハボロネ市）に配属され、ソ
フトボールに関する主に以下の活動に従事。
●ボツワナ代表チーム（男女）の指導
●国内各地のクラブチームや学校に赴いての指導
●ボツワナ代表チームが使うグラウンドの整備体制の
強化支援

■  PROFILE
1979年生まれ、千葉県出身。中学生のときにソフトボ
ールを始め、大学卒業後はオーストラリアでのワーキン
グホリデーなどを挟みながら2つの実業団チームで選手
として活躍。トレーニングジムのインストラクターを経て、
2017年1月に青年海外協力隊員としてボツワナに赴
任。19年7月に帰国。

話話
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派  遣  中 ▶ 0人

累　　計 ▶ 46人

分　　類 ▶ 計画・行政

活  動  例 ▶ 大学などでの講師、金融機関へ

の助言

類似職種 ▶ 行政サービス、マーケティング

派  遣  中 ▶ 0人

累　　計 ▶ 129人

分　　類 ▶ 人的資源

活  動  例 ▶ ソフトボールの普及、選手の育成・

強化、指導者の育成

類似職種 ▶ 野球

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
1
9
9
1
年
に
ソ

連
か
ら
独
立
し
て
以
来
、
国
営
企
業
の
民
営

化
、
外
国
為
替
の
自
由
化
、
海
外
か
ら
の
投

資
の
促
進
な
ど
、
市
場
経
済
へ
の
移
行
が

徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
な

か
、
私
が
配
属
さ
れ
た
世
界
経
済
外
交
大
学

の
国
際
経
済
学
部
で
は
、
市
場
経
済
化
に
対

応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、
国
際
経

済
や
国
際
金
融
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
私
は
教
員
と
し
て
、
主
に
「
国
際

金
融
市
場
」
に
関
す
る
講
義
や
ゼ
ミ
を
担
当

し
ま
し
た
。
ま
た
、
外
資
系
の
銀
行
や
証
券

会
社
に
勤
務
す
る
な
か
で
得
た
知
識
を
ベ

ー
ス
に
、
補
習
ゼ
ミ
の
形
で
「
信
用
リ
ス
ク

管
理
」
や
「
国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど

に
つ
い
て
も
教
え
ま
し
た
。
学
外
で
は
、
証

券
市
場
の
開
発
に
携
わ
る
政
府
機
関
に
対

し
て
、日
本
の
金
融
・
証
券
に
関
す
る
法
律

を
紹
介
す
る
な
ど
の
支
援
を
し
ま
し
た
。

Q 

活
動
で
の
最
大
の
困
難
は
？

　

大
学
側
が
突
然
物
事
を
決
定
し
た
り
、
新

た
な
活
動
を
要
望
し
た
り
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
点
で
す
。
例
え
ば
、
担
当
す
る
授
業

の
数
の
倍
増
を
新
学
期
が
始
ま
る
直
前
に

打
診
さ
れ
た
り
、
決
ま
っ
て
い
た
時
間
割
が

急
に
変
更
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
同
僚
教
員
や
学
生
た
ち
も
対
応

の
し
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た

が
、
大
学
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
管
理
体
制

だ
っ
た
た
め
、
仕
方
な
く
そ
う
し
た
状
況
を

受
け
入
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

Q 

ど
う
対
応
し
ま
し
た
か
？

　

唐
突
な
要
望
を
一
度
引
き
受
け
て
し
ま

う
と
、
次
か
ら
次
へ
と
要
望
さ
れ
る
傾
向
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
授
業
の
準
備
に
は
時

間
を
か
け
た
い
」
と
い
っ
た
私
の
考
え
を
、

日
頃
か
ら
上
層
部
に
繰
り
返
し
話
し
て
お

く
よ
う
努
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
限
度

を
超
え
た
要
望
に
つ
い
て
断
る
の
が
容
易
に

な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

「
金
融
」
と
い
う
職
種
で
協
力
隊
に
参
加
さ

れ
る
の
は
、
シ
ニ
ア
世
代
の
方
が
中
心
か
と

思
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
世
代
の
協
力
隊
員
全
般

に
共
通
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
寛

容
の
精
神
」
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
活
動
で
は

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
G
7
諸
国
の
な
か
で

も
、
日
本
は
計
画
性
や
時
間
の
正
確
さ
を
特

に
重
ん
じ
る
国
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

社
会
で
長
い
間
仕
事
を
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
派
遣
国
で
は
想
定
外
の
こ
と
が
あ
ま
り

に
多
い
た
め
、
当
初
は
強
い
フ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
感
じ
て
し
ま
う
は
ず
で
す
。
そ
う

し
た
状
況
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
憤
り
を

募
ら
せ
て
ば
か
り
い
る
の
で
は
な
く
、「
郷

に
入
れ
ば
郷
に
従
え
」
と
い
う
姿
勢
で
対
応

す
る
の
が
良
い
と
、
私
は
自
分
の
活
動
を
通

し
て
実
感
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
姿
勢
で
数

カ
月
間
過
ご
し
て
い
る
と
、
次
第
に
現
地
の

ペ
ー
ス
に
慣
れ
て
い
き
、
そ
れ
以
後
は
落
ち

着
い
た
気
持
ち
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

せ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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活動や生活に役立つちょっとしたテクニックを
お持ちの方は、『クロスロード』編集室まで。 

投 稿 募 集 ! JICA海外協力隊的プチテクガイド
簡単＆便利！  活動・生活のパワーアップに役立つ 

第117回

活動に役立つアイデア生活に役立つ技

ナビゲーター = さん
（サモア・歯科衛生士・2016年度1次隊）

デンタルケアの基本

　私の配属先だった病院歯科に多くの協力隊員がむし歯治療
で来院したほか、他国の協力隊員から歯のトラブルについて相
談を受けることもありました。協力隊員の派遣国は医療環境が
日本と異なるため、現地で治療ができずに帰国せざるを得ない
ケースもあります。そこで、歯科でのトラブルを回避するための
ポイントを6つご紹介します。

【POINT❶】派遣前にかかりつけの歯科医院を受診しよう！
　これから派遣されるという方は、かかりつけの歯科医院を受
診して口の中の状況を把握し、必要な治療を済ませておきまし
ょう。派遣前に無理をして短期間で親知らずの抜歯をしたため、
体調が悪化してしまったという隊員もいました。訓練開始や出
国の直前は大変忙しいため、派遣前訓練に入る前に時間の余
裕を持って受診し、要治療である場合は、訓練開始日や出国日、
派遣期間などを歯科医に伝えると良いでしょう。

【POINT❷】お気に入りの歯ブラシを派遣国に持参しよう！
　私の派遣国で入手できる歯ブラシは大きすぎ、使いづらかっ
たです。同様の国は多いと思いますので、毎月新しいものに交
換できるだけの本数を赴任時に持参することをお勧めします。
日本では多種の歯ブラシが手に入りますが、お勧めは表のよう
なタイプです。毛先の形状には丸みがある「ラウンドタイプ」と、
先端に向かって細くなる「テーパードタイプ」がありますが、後
述のように前者はむし
歯予防の、後者は歯周
病予防の歯磨きに向い
ています。

【POINT❸】2つの歯磨き方法を駆使しよう！
　歯ブラシはペンと同じように持ち、毛先がしならない程度の
力で磨きます。むし歯と歯周病はそれぞれ予防に効果的な磨き
方が異なります。むし歯予防に向いているのはラウンドタイプの
歯ブラシで、「奥歯の溝」「歯の表面」「歯の裏面」に毛先を直

角に当て、小刻みに往復させます（写真Aと写真B）。歯周病予
防に向いているのはテーパードタイプの歯ブラシで、歯と歯ぐき
の境に毛を45度に当て、微振動させます（写真C）。

【POINT❹】3つのプラークゾーンはここだ！
　むし歯と歯周病の主な原因はプラーク
（歯垢）ですが、うがいでは除去できず、
歯磨き以外に除去の方法はありません。
プラークが付きやすいのは「奥歯の溝」
「歯と歯ぐきの境」「歯間」の3カ所です（写真）。歯間のプラー
クは歯ブラシだけでは除去できません。歯間が空いていない方
はデンタルフロスや糸付ようじで、空いている方は歯間ブラシで
プラークを除去してください。これらも協力隊員の派遣国では
入手が困難であるため、赴任時に持参しましょう。

【POINT❺】フッ化物配合歯磨剤を効果的に使用しよう！
　フッ化物配合歯磨剤はむし歯予防に効果があります。フッ化
物配合歯磨剤（濃度は1000〜1450ppm）での歯磨きを毎日行っ
てください。磨いた後のうがいは1回だけにし、その後1〜2時間
は飲食を控えることで、フッ化物が歯に定着します。フッ化物
配合歯磨剤もやはり協力隊員の派遣国では入手が困難である
ため、赴任時に持参しましょう。

【POINT❻】痛くなったら応急処置！
　最後に、痛みに対する応急処置の方法をご紹介します。「歯
が痛い」という場合は、「冷やす」「鎮痛剤を服用する」の2通り
です。正露丸を詰める方法は、病状によっては痛みを増大させ
ることもあります。「歯ぐきが痛い」という場合は、うがい薬の原
液を歯ブラシに数滴たらし、優しくマッサージするように当該箇
所を磨きます。塩でも代用可能で、お勧めはイソジンです。

ナビゲーター = さん
（ネパール・障害児・者支援・2017年度1次隊）

ボッチャ入門③

項目 お勧めタイプ

持ち手の形状 ストレート

毛

素材 ナイロン

硬さ 柔らかめ～普通

歯に当たる面の形状 フラット（平ら）

段階 評価項目 評価指標

1
転がすことができる距離 1メートル以上転がすことができるか

狙うことができる方向 「正面方向」「右方向」「左方向」の
いずれにも転がすことができるか

2
転がすことができる距離 2メートル以上転がすことができるか

狙うことができる方向 2メートル程先に横に並べた6個の球の
いずれかに当てることができるか

3
転がすことができる距離 5メートル以上転がすことができるか

狙うことができる方向 2メートル程先に横に並べた3個の球の
いずれかに当てることができるか

B C 「練習」の方法

【現地の教員などが独力で進められる練習プランを】
　特別支援学校などで新たなアクティビティとしてボッチャの導
入を図る場合、理想的なのは、協力隊員が帰国した後も現地の
教員たちによってプログラムが継続されることだと思います。私は
数校の特別支援学校を週に1回ずつのペースで巡回し、ボッチャ
の普及に取り組みました。私が訪問しない日は教員たちで練習
を進めるようお願いしたのですが、最初は彼らから「練習の進め
方がわからない」との声が出ました。そこで私は、技術レベルを
10段階で評価する「ボッチャ検定」を作成。各段階の評価項目
とその指標をイラストで示した資料をつくって彼らに渡したとこ
ろ、各段階を順にクリアさせていくような練習を独力で進めても
らえるようになりました。下の表は、私が作成したボッチャ検定
の一部です。シンプルな内容ですが、対象者に合わせた練習メニ
ューを作成するうえでの参考にしていただければと思います。

【身体障害がある人への指導】
　身体障害がある人にボッチャの指導する場合、「肘の角度はこ
れくらいにする」など、体の動かし方について細かな指示をしな
いよう心がけてください。体の各部位の可動状態は1人1人異な
るため、どのように体を動かせば球をうまく転がすことができるか
も1人1人異なるからです。身体障害がある人に転がし方を指導
する際は、「転がしたい方向をしっかり目で見て転がす」など、体
の状態にかかわらず重要な点だけを伝え、それをベースに各自に
合った転がし方を探ってもらうのが良いと思います。

全体のサイズは出場選手
の力量に応じて調整する

「試合」の方法

　スポーツの醍醐味はやはり「試合」にあります。私の巡回先の
子どもたちも、試合となると俄然熱が入るため、訪問時には毎回、
練習の後に試合を行うようにしていました。その際、ルールを公
式のものから以下のようにアレンジすることで、より多くの子ども
が参加し、楽しめるような試合になりました。公式ルールは前々
回の記事（2021年5月号P.22）でご確認ください。なお、「試合」
についても、協力隊員が帰国した後に現地の教員などで実施を
継続してもらうことが理想ですが、そのために不可欠なのは、彼
らに「審判」ができるだけのルールの知識を持ってもらうことで
す。私は丸一日の審判講習会を開催しました。ネパールボッチャ
協会から受講者に「認定証」を授与してもらうことにしたところ、
特別支援学校などの教員約50人に受講してもらえました。

▲

公式ルールのコートでは、球をおお
むね5メートル以上転がすことができる
人でなければ、自球を的球に近づける
ことは困難です。そこまでの力がない
人が参加する試合では、コートをアレ
ンジして自球を的球に当てやすくする
のも手です。右図はその一例です。

▲

公式ルールでは競技クラスが4つに
分けられ、試合に参加する選手の障害
の度合いをある程度合わせます。しかし、障害の度合いに差があ
る人同士や障害者と健常者の試合を設定すれば、多様な人たち
が交流する機会の創出にもなります。レクリエーションゲームとし
て競技レベルに差がある人たちが参加する試合をする際は、より
うまく球を転がすことができる人に「ハンディ」を付けるのも有効
です。「コントロールが難しい『ラグビーボール』などを自球に混
ぜる」などがその方法の例です。

▲

公式ルールの団体戦は「3人対3人・6エンド制」ですが、人数
の制限を取り払えば、たとえ1人がプレーする回数が少なくなっ
ても、より多くの人が「自分事」としてかかわれる試合とすること
ができます。
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［
石
川
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
］

新
潟
県
出
身

3
月
、
関
西
外
国
語
大
学
外
国
語
学

部
英
米
語
学
科
を
卒
業

4
月
、複
合
機
メ
ー
カ
ー
に
入
社

7
月
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て

セ
ネ
ガ
ル
に
赴
任

7
月
、帰
国

4
月
、
日
本
の
食
品
メ
ー
カ
ー
に
セ

ネ
ガ
ル
の
駐
在
員
と
し
て
就
職

4
月
、吉
本
総
合
芸
能
学
院
に
入
学

5
月
、
芸
人
「
K
o
」
と
し
て
吉
本
興

業
に
所
属

200920152017 1985

人
を
笑
わ
せ
る
技
術
は
、教
職
に
就
い
た
と
き
に
役
立

つ
か
も
し
れ
な
い

—
—

。
そ
ん
な
理
由
で
学
生
時
代

か
ら
「
笑
い
」
の
修
行
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
石

川
さ
ん
は
、
協
力
隊
に
参
加
し
た
後
、
そ
れ
を
実
行
。

吉
本
興
業
所
属
の
芸
人
と
な
っ
た
。

経
験
を
広
げ
る
た
め
に

　

英
語
科
教
員
に
な
る
た
め
に
関
西
外
国
語
大
学
に

進
学
し
た
石
川
さ
ん
が
、「
教
員
に
な
る
人
間
は
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
ん
で
お
く
べ
き
」
と
考
え
て
米

国
に
留
学
し
た
の
は
、
3
年
生
の
と
き
。
異
文
化
に

触
れ
る
楽
し
さ
を
知
っ
た
石
川
さ
ん
は
、
次
は
途
上

国
で
の
暮
ら
し
を
経
験
し
た
い
と
、
協
力
隊
参
加
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

卒
業
時
、い
ず
れ
は
教
員
に
な
ろ
う
と
考
え
て
い

た
が
、
そ
の
前
に
も
っ
と
経
験
の
幅
を
広
げ
て
お
き

た
い
と
、
教
員
以
外
の
進
路
を
検
討
し
た
。
そ
の
1

つ
は
企
業
へ
の
就
職
。
専
門
技
術
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
協
力
隊
参
加
に
向
け
て
3
年
間
く
ら
い

は
社
会
人
経
験
を
積
ん
で
お
い
た
ほ
う
が
良
い
だ
ろ

う
と
の
考
え
が
あ
っ
た
。
検
討
し
た
も
う
1
つ
の
進

路
は
、
吉
本
総
合
芸
能
学
院
（
N
S
C
）へ
の
入
学

だ
。
吉
本
興
業
が
運
営
す
る
タ
レ
ン
ト
養
成
機
関
で

あ
る
。
新
潟
で
生
ま
れ
育
っ
た
石
川
さ
ん
が
大
阪
の

大
学
に
進
学
し
て
驚
い
た
の
は
、
大
阪
で
は
日
常
の

「
漫
才
で
学
ぶ
日
本
語
」

　

次
の
進
路
に
選
ん
だ
の
は
N
S
C
へ
の
入
学
だ
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
1
年
間
。
漫
才
な
ど
の
技
術
を
学

び
つ
つ
、ラ
イ
ブ
で
舞
台
経
験
を
踏
ま
せ
て
も
ら
え

る
。
石
川
さ
ん
は
同
期
の
受
講
生
と
漫
才
コ
ン
ビ
を

組
ん
だ
。
ギ
シ
ャ
ー
ル
・
シ
ル
バ
ー
さ
ん
と
い
う
フ

ラ
ン
ス
人
で
、コ
ン
ビ
名
は
「
ふ
ら
ん
こ
」。
S
N
S

で
日
本
の
お
笑
い
に
は
ま
り
、
芸
人
に
な
る
た
め
に

日
本
に
来
た
と
い
う
人
だ
っ
た
。ネ
タ
の
路
線
は
、日

本
で
暮
ら
し
始
め
た
フ
ラ
ン
ス
人
と
日
本
人
の
異
文

化
衝
突
。入
学
の
3
カ
月
後
、プ
ロ
を
含
め
5
0
0
0

人
以
上
が
参
加
す
る
漫
才
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
M
‐
1

グ
ラ
ン
プ
リ
」で
、1
、2
割
し
か
残
ら
な
い
1
次
予

選
を
突
破
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

20
年
5
月
に
N
S
C
を
修
了
す
る
と
、
2
人
は
吉

本
興
業
所
属
の
プ
ロ
の
芸
人
と
な
る
こ
と
が
で
き

た
。
石
川
さ
ん
の
芸
名
は
「
Kこ

うo
」。「
ふ
ら
ん
こ
」

と
し
て
の
活
動
を
続
け
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
頓
挫
。ラ
イ
ブ
が
ス
ト
ッ
プ
し
、シ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ボ
ケ
と
ツ
ッ
コ
ミ
に
溢
れ
、

「
笑
い
」
が
人
々
の
重
要
な
潤
滑
油
と
な
っ
て
い
る
こ

と
だ
っ
た
。
石
川
さ
ん
は
そ
れ
を
な
か
な
か
真
似
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
N
S
C
へ
の
入
学
を
検
討

し
た
の
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
「
笑
い
」
を
取

り
入
れ
る
力
を
得
れ
ば
、
教
員
と
な
っ
た
と
き
に
教

え
子
た
ち
と
の
関
係
づ
く
り
に
役
立
つ
だ
ろ
う
と
考

え
た
か
ら
だ
。

　

新
卒
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
外
す
と
難
し
く
な
る
と
思

い
、
最
終
的
に
は
企
業
へ
の
就
職
を
選
択
。
就
職
先

は
複
合
機
メ
ー
カ
ー
で
、
英
語
力
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、日
系
企
業
の
海
外
進
出
を
支
援
す
る
業
務
な
ど

を
任
さ
れ
た
。

　

協
力
隊
に
参
加
し
た
の
は
、
社
会
人
と
な
っ
て
5

年
目
の
こ
と
。
英
語
以
外
の
言
語
を
身
に
つ
け
た
か

っ
た
こ
と
か
ら
、フ
ラ
ン
ス
語
圏
へ
の
派
遣
を
志
望
。

セ
ネ
ガ
ル
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
配
属
先

は
、
砂
漠
化
の
防
止
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
ル
ー
ガ

州
リ
ン
ゲ
ー
ル
県
の
森
林
局
。植
林
活
動
の
支
援
や
、

消
費
す
る
薪
が
少
な
く
て
済
む
改
良
か
ま
ど
の
普
及

な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

任
期
を
終
え
た
後
、日
本
の
食
品
メ
ー
カ
ー
の
誘

い
を
受
け
、セ
ネ
ガ
ル
の
駐
在
員
と
し
て
現
地
法
人

の
立
ち
上
げ
に
参
画
し
た
。
そ
の
任
務
が
ひ
と
段
落

し
た
こ
と
か
ら
退
職
し
、
日
本
に
帰
国
し
た
の
は

2
0
1
9
年
3
月
。
33
歳
に
な
っ
て
い
た
。

「
笑
い
」
で
世
界
を
平
和
に

セ
ネ
ガ
ル
・
村
落
開
発
普
及
員
・
2
0
1
3
年
度
1
次
隊

さ
ん

バ
ー
さ
ん
は
副
業
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、
帰
国
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
20
年
の
後
半
に
入
っ
て
か

ら
。「
漫
才
づ
く
り
」
を
通
し
て
外
国
人
に
日
本
語

を
学
ん
で
も
ら
う
「
お
笑
い
輸
出
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
称
し
た
取
り
組
み
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

吉
本
興
業
所
属
の
漫
才
コ
ン
ビ
が
始
め
た
も
の
で
、

現
在
は
そ
の
コ
ン
ビ
と
石
川
さ
ん
の
ほ
か
に
も
う
1

人
、
吉
本
興
業
所
属
の
芸
人
が
参
加
し
て
い
る
。
み

な
、何
ら
か
の
外
国
語
が
得
意
な
芸
人
た
ち
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
身
は
、
大
学
な
ど
で
留
学
生

を
対
象
に
1
時
間
ほ
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く

こ
と
。
石
川
さ
ん
た
ち
が
漫
才
の
ネ
タ
の
つ
く
り
方

を
解
説
し
た
後
、受
講
者
同
士
で
コ
ン
ビ
を
組
み
、日

本
語
の
短
い
漫
才
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
。
現
在
は
す

べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。
受
講
者
に
日
本
語
を
教

え
る
教
員
た
ち
か
ら
は
、「
通
常
の
会
話
練
習
以
上

の
効
果
が
あ
る
」
と
好
評
で
、
日
本
各
地
の
大
学
や

専
門
学
校
な
ど
か
ら
、さ
ら
に
は
海
外
の
日
本
語
教

育
機
関
か
ら
も
実
施
の
依
頼
が
あ
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
石
川
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
の

は
、「
笑
い
の
ポ
イ
ン
ト
」
は
国
に
よ
っ
て
違
う
が
、

「
ボ
ケ
と
ツ
ッ
コ
ミ
が
掛
け
合
い
を
す
る
」
と
い
う
漫

才
の
基
本
形
は
、
ど
の
国
の
笑
い
を
も
表
現
で
き
る

「
受
け
皿
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
お
い
し
い
料
理

が
人
と
人
を
つ
な
ぐ
の
と
同
様
、
漫
才
と
い
う
皿
が

あ
れ
ば
「
笑
い
」が
伝
わ
り
、人
と
人
を
つ
な
ぐ
。そ

れ
は
世
界
平
和
の
実
現
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
と
、石
川
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

　

い
ず
れ
教
職
に
就
く
の
か
ど
う
か
は
ま
だ
決
め
て

い
な
い
が
、石
川
さ
ん
は
「
笑
い
」が
持
つ
可
能
性
の

大
き
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
し
ば
ら
く
は
芸

人
と
し
て
の
修
行
を
積
み
、「
笑
い
」を
通
じ
た
社
会

貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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教職に就いたときに幅広い経験が役
立つだろうと考え、協力隊に参加。

芸人の道に進むなら年齢的にも今が
最後のチャンスだと考え、入学を決意。

複合機メーカーの社員

吉本興業所属の芸人

人生を変えた2年間

Vol.188

JICA Volunteers'

NSC時代に漫才コンビ「ふらんこ」として舞台に立つ石川さん

協力隊時代に改良かまどの製作を手伝った任地の住民と

お笑い輸出課プロジェクト
beforeafter JICA Volunteer

開     始：2019年
参加メンバー： （コンビ）

Ko（石川さん）
※いずれも吉本興業所属

活 動 内 容：以下のようなワークショッ
プを学校などで実施

「漫才で学ぶ日本語」
「漫才で学ぶ英語」
「漫才で学ぶフランス語」
「漫才で学ぶスペイン語」
「漫才で学ぶ防災」
「漫才で学ぶSDGs」



［座談会参加者］

院
を
修
了
し
た
年
に
参
加
し
ま
し
た
。
配
属
さ
れ
た
の

は
教
員
養
成
校
で
、
高
校
の
日
本
語
教
師
に
な
る
こ
と

を
目
指
す
学
生
に
日
本
語
や
日
本
語
教
授
法
を
教
え

ま
し
た
。
現
在
は
県
の
国
際
交
流
協
会
の
日
本
語
教
育

担
当
職
員
と
し
て
、
日
本
語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い
こ

と
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
外
国
人
住
民
の
方
々
を
対
象

と
す
る
無
料
の
日
本
語
教
室
の
講
師
を
務
め
た
り
、
そ

の
運
営
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

私
は
L
i
n
k
e
d
I
n
に
自
分
の
経
歴
を

英
語
で
投
稿
し
て
い
る
の
で
す
が
、
英
国
や
米

国
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
各
国
の
会
社
か
ら
言
語
に
関
す

る
仕
事
の
依
頼
が
よ
く
来
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
日
本
語

教
師
の
キ
ャ
リ
ア
が
あ
る
こ
と
を
英
語
を
使
っ
て

S
N
S
で
発
信
し
て
い
る
人
が
少
な
い
か
ら
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
B
さ
ん
は
米
国
の
企
業
か
ら
ど
の
よ

う
に
し
て
仕
事
の
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
の
で
し
ょ
う
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
日
本
語
」「
オ
ン
ラ
イ

ン
」
と
い
っ
た
ワ
ー
ド
で
検
索
を
か
け
、
求
人

情
報
を
探
す
と
い
う
地
道
な
方
法
で
し
た
。
そ
れ
で
も

か
な
り
の
情
報
が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

私
は
I
n
s
t
a
g
r
a
m
に
自
分
の
協
力
隊

活
動
に
つ
い
て
日
本
語
で
情
報
を
発
信
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
派
遣
国
と
同
じ
大
洋
州
の
国
の
企
業
の

方
か
ら
、
日
本
人
留
学
生
に
対
応
す
る
社
員
に
日
本
語

を
教
え
る
仕
事
の
依
頼
を
S
N
S
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ブ
ロ
グ
も
拝
見
し
て

い
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
地
域
の
文
化

を
知
っ
た
う
え
で
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
人

材
を
見
つ
け
る
た
め
に
S
N
S
を
活
用
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

協
力
隊
経
験
で
の
気
づ
き

私
は
派
遣
前
、
大
学
院
に
進
学
す
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
派
遣
国
で
は

学
歴
で
品
定
め
さ
れ
る
た
め
、
修
士
号
を
持
つ
同
僚
の

【派遣前】
日本語教師（大学など）
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・日本語教育
・アジア
・2015 年度派遣
▶︎大学で日本語の授業を
担当

【現在】
日本語教師（留学生な
どが対象）

【派遣前】
一般企業社員
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・日系日本語学校教師
・中南米
・2016 年度派遣
▶︎日系人団体が運営する
日本語学校で日本語
教育などに従事

【現在】
日本語教師（オンライン
授業）

【派遣前】
大学院生
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・日本語教育
・大洋州
・2017 年度派遣
▶︎教員養成校で日本語
教師の養成に従事

【現在】
県国際交流協会の日本
語教育担当職員

Aさん（女性） Bさん（女性） Cさん（女性）

A AA
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B

S
N
S
の
威
力

大
学
時
代
に
副
専
攻
と
し
て
日
本
語
教
育
を

学
ん
だ
後
、
日
本
語
教
師
養
成
講
座
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
露
青
年
交
流
セ
ン

タ
ー
の
日
本
語
教
師
派
遣
事
業
に
よ
り
ロ
シ
ア
で
3
年

間
、
さ
ら
に
日
本
の
大
学
や
日
本
語
学
校
な
ど
で
3
年

間
、
い
ず
れ
も
日
本
語
教
師
と
し
て
働
い
て
か
ら
、
協

力
隊
に
参
加
し
ま
し
た
。
配
属
先
は
大
学
で
、
主
専
攻

と
し
て
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
を
対
象
と
す
る
日
本
語

授
業
を
担
当
し
ま
し
た
。
任
期
を
終
え
た
後
、
ま
ず
は

ス
ペ
イ
ン
の
大
学
院
で
言
語
学
の
修
士
号
を
取
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
地
方
都
市
の
自
治
体
か
ら
委
託
を
受
け
、

ア
ジ
ア
の
国
の
I
T
人
材
を
地
元
企
業
に
取
り
込
む
目

的
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
短
期
留
学
生
や
イ
ン
タ
ー
ン

へ
の
日
本
語
教
育
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
授
業
は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
て
い

ま
す
。

私
は
大
学
卒
業
後
、
一
般
企
業
に
勤
め
な
が
ら

日
本
語
教
師
養
成
講
座
を
受
け
、
さ
ら
に
日
本

語
教
育
能
力
検
定
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
の
日
本
語
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
派
遣
事
業
に
よ
り
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
5
カ
月
間
、

現
地
日
本
語
教
師
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
経
験
し
ま
し

た
。
協
力
隊
で
は
、
比
較
的
小
規
模
な
日
系
人
団
体
が

運
営
す
る
日
本
語
学
校
に
配
属
さ
れ
、
日
本
語
授
業
の

運
営
や
そ
の
団
体
の
行
事
の
手
伝
い
な
ど
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
派
遣
前
か
ら
い
ず
れ
は
海
外
に
住
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
任
地
で
の
生
活
が
気
に
入
っ

た
た
め
、
帰
国
し
て
4
カ
月
後
に
定
住
す
る
つ
も
り
で

戻
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
米
国
の
企
業
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
の
日
本
語
授
業
の
講
師
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

私
は
大
学
と
大
学
院
の
修
士
課
程
で
日
本
語

教
育
学
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
間
、
ド
イ
ツ
と

タ
イ
の
大
学
で
1
年
間
ず
つ
、
実
習
と
い
う
位
置
付
け

で
日
本
語
教
育
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
協
力
隊
は
大
学

前
者
は
「
正
し
い
日
本
語
」
だ
け
れ
ど
も
、
後
者
の
ほ

う
が
柔
ら
か
な
印
象
を
与
え
ま
す
。
私
が
現
在
日
本
語

教
育
を
行
っ
て
い
る
相
手
は
日
本
人
と
か
か
わ
る
こ
と

が
多
い
人
た
ち
な
の
で
、
こ
の
気
づ
き
を
念
頭
に
置
い

た
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

私
は
日
本
語
教
育
の
経
験
が
浅
い
状
態
で
協

力
隊
に
参
加
し
た
の
で
、
お
そ
ら
く
お
二
人
は

す
で
に
派
遣
前
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
「
日

本
語
教
育
の
す
ば
ら
し
さ
」
を
し
っ
か
り
理
解
で
き
た

こ
と
が
、
協
力
隊
で
の
一
番
大
き
な
気
づ
き
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
語
を
教
え

る
場
合
、
相
手
は
自
分
と
は
違
う
環
境
で
育
っ
て
き
た

人
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
教
え
る
側
も
世
界
が
広
が
る
と

い
う
す
ば
ら
し
さ
で
す
。
現
在
も
日
本
語
教
育
の
仕
事

を
続
け
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
気
づ
き
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
携
わ
っ
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
受
講
者
は
、
米
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
す
る
世

界
各
地
の
方
々
で
、
学
習
動
機
で
多
い
の
は
「
日
本
の

文
化
が
好
き
」
な
ど
で
す
。
必
要
に
駆
ら
れ
た
わ
け
で

は
な
い
の
に
日
本
語
を
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
世

界
各
地
の
方
々
と
出
会
え
る
の
は
、
今
の
仕
事
の
醍
醐

味
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

協
力
隊
に
参
加
す
る
前
に
日
本
語
教
育
に
携

わ
っ
て
い
た
際
は
、「
廊
下
を
走
る
」
と
「
廊

下
で
走
る
」
は
何
が
違
う
か
を
い
か
に
上
手
に
説
明
す

る
か
な
ど
、
日
本
語
の
規
則
や
形
の
お
も
し
ろ
さ
に
つ

い
て
知
恵
を
絞
る
こ
と
が
好
き
で
し
た
。
し
か
し
、
協

力
隊
で
初
め
て
「
日
本
語
教
育
の
現
場
」「
日
本
語
教

師
の
養
成
」「
教
育
行
政
機
関
」
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
1
つ
の
国
の
日
本
語
教
育
に
か
か
わ
る
機
会

を
得
た
こ
と
で
、
学
習
者
の
背
景
に
目
を
配
っ
た
う
え

で
、
そ
の
学
習
者
に
は
ど
の
よ
う
な
指
導
が
必
要
な
の

か
を
考
え
る
視
点
を
得
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
視
点
に
立
ち
、
私
が
現
在
携
わ
っ
て
い
る
日
本
語
授

業
を
見
れ
ば
、
一
番
大
事
な
の
は
「
廊
下
を
走
る
」
と

「
廊
下
で
走
る
」
の
違
い
な
ど
文
法
を
効
率
的
か
つ
正

先
生
た
ち
に
見
下
さ
れ
て
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
で
、

進
学
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
研
究
内
容
は
音
声
学
で

す
が
、
こ
れ
を
選
ん
だ
の
も
協
力
隊
時
代
の
経
験
が
き

っ
か
け
で
す
。
派
遣
国
で
行
わ
れ
る
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
内
容
が
良
い
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
も
発
音
が

悪
い
人
は
上
位
に
入
賞
で
き
な
い
と
い
う
傾
向
に
あ
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
理
不
尽
だ
と
思
い
、
発

音
の
悪
さ
が
ス
ピ
ー
チ
の
内
容
の
評
価
に
ど
う
影
響
す

る
か
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

私
の
派
遣
国
で
は
、
日
本
語
の
背
景
に
あ
る
日

本
文
化
の
継
承
も
目
的
と
す
る
「
継
承
日
本

語
教
育
」
が
日
系
人
子
弟
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
協
力
隊
時
代
に
そ
れ
へ
の
興
味
が
高
ま
り
、
さ
ら

に
そ
の
後
任
地
に
戻
っ
て
暮
ら
し
始
め
た
た
め
、
興
味

は
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
も
大
学
院
に
進

学
し
、
研
究
対
象
に
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
A
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
ス
ペ
イ
ン
の
大

学
院
を
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

一
番
の
理
由
は
、
10
カ
月
と
い
う
短
い
期
間
で

修
士
号
が
取
れ
る
大
学
院
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

私
は
前
述
の
よ
う
に
、
ぜ
ひ
と
も
大
学
院
に
進
学
し
た

か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
逆
に
で
き
る
だ
け
早

く
日
本
語
教
育
の
現
場
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
と
言
う
の
も
、
も
と
も
と
現
場
が
好
き
だ
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
協
力
隊
時
代
に
日
本
語
教
育
に

関
す
る
新
た
な
気
づ
き
が
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
日

本
語
教
育
を
早
く
実
践
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

教
え
子
が
日
本
語
を
学
ぶ
動
機
で
多
か
っ
た
の
は
、「
就

職
に
活
用
し
た
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
う
い
う

学
生
に
と
っ
て
何
が
大
事
な
の
か
を
考
え
な
が
ら
活
動

し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、「
正
し
い
日
本
語
を
身
に
つ
け

た
か
」
よ
り
も
、「
日
本
人
と
話
す
と
き
に
良
い
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
日
本
語
を
身
に
つ
け

た
か
」
の
方
が
大
事
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、「
い
い
え
、い
り
ま
せ
ん
」
と
断
る
の
と
、

「
ご
め
ん
な
さ
い
、ち
ょ
っ
と
」と
断
る
の
を
比
べ
る
と
、

確
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
は
な
く
、「
日
本
語
」

と
い
う
ツ
ー
ル
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
そ
れ
を
支

え
に
日
々
の
苦
労
を
乗
り
越
え
て
い
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

B
さ
ん
は
他
国
の
学
習
者
を
対
象
と
す
る
日

本
語
教
育
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
は
私
も
今
年
中
に
海
外
に
移
住
し
よ
う
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
移
住
し
て
も
続
け
ら
れ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
の
仕
事
だ
け
に
絞
る
こ
と
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
が
去
っ
た
後
は
や
は
り
オ
フ

ラ
イ
ン
で
の
日
本
語
教
育
に
携
わ
り
た
い
の
で
、
そ
の

ポ
ス
ト
が
見
つ
け
や
す
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
へ
の
移
住

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
の
私
の
一
番
の
関
心
事
は
、
先

ほ
ど
お
話
し
し
た
継
承
日
本
語
教
育
で
す
。
私

が
今
暮
ら
し
て
い
る
国
で
は
、
何
も
し
な
け
れ
ば
継
承

日
本
語
教
育
が
先
細
る
一
方
な
の
は
確
実
で
す
。
そ
う

し
た
な
か
、
協
力
隊
員
と
し
て
よ
そ
者
の
立
場
で
こ
こ

に
や
っ
て
来
て
、
こ
の
課
題
に
興
味
を
持
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
に
は
、
そ
れ
を
何
と
か
す
る
た
め
の
力
に
な
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
20
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
大
洋
州

と
、
興
味
の
赴
く
ま
ま
に
海
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
で
日
本
語
教
育
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
30
代
は
こ
れ
ま
で
に
蓄
え
て
き
た
日
本
語
教
育
の

専
門
性
や
経
験
を
地
元
の
た
め
に
還
元
し
な
け
れ
ば
と

思
い
、
現
在
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。
日
本
語
が
ほ
と

ん
ど
で
き
な
い
外
国
人
住
民
の
方
々
に
、「
日
本
語
」

と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も

ら
え
る
こ
と
が
楽
し
い
の
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
自
分
で
喫

茶
店
を
経
営
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
日
本
語
教

室
を
開
い
て
地
域
の
外
国
人
住
民
の
方
々
と
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
持
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

A

A B

CC BB

CC B

よ
も
や
ま
話

「
日
本
社
会
へ
の
復
帰
」や「
進
路
開
拓
」、「
協
力
隊
経
験
の
生
か
し
方
」な
ど
、

協
力
隊
員
の「
帰
国
後
」に
つ
い
て
、O
B
・
O
G
に
語
り
合
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

帰
国
後

第
27
回 

日
本
語
教
育
分
野
隊
員
篇
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Pick Up OB・OG会 

青年海外協力隊
東京OB会

「派遣国」や「職種」など、何かしらの共通項を持つ協力隊経験者によって構成するOB・OG
会を、シリーズでご紹介していきます。

　
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
経
験
者
を
中
心

に
、
I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
分
野
の

国
際
協
力
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
っ
た

こ
と
が
あ
る
人
、
あ
る
い
は
現
在
携
わ
っ

て
い
る
人
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
当
会
が
設

立
さ
れ
た
の
は
2
0
0
8
年
。
活
動
の
中

心
は
、
I
C
T
分
野
の
国
際
協
力
や
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
人
や
企
業
を
支
援
す

る
た
め
、
海
外
の
I
C
T
事
情
な
ど
に
関

す
る
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
発
信
方
法
の
1
つ
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
公
開
し
て
い
る
会
報
。
年
に
6
回
発
行

し
て
い
る
。
も
う
1
つ
は
、
当
会
会
員
や

外
部
の
専
門
家
が
講
師
と
な
る
サ
ロ
ン

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
て
か
ら
は

W
e
b
会
議
の
み
で
行
っ
て
い
る
が
、
以

前
は
W
e
b
会
議
と
リ
ア
ル
会
議
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
で
行
っ
て
い
た
。
頻
度
は
2
カ

月
に
1
回
程
度
で
、
会
員
以
外
の
参
加
も

受
け
入
れ
て
い
る
。「
タ
イ
の
通
信
会
社
」

「
世
界
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
動
向
」

「
工
学
系
高
度
人
材
育
成
の
動
向
と
海
外

と
の
比
較
」「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
I
C
T
サ
ー

ビ
ス
の
基
礎
と
新
興
国
市
場
へ
の
展
開
」

な
ど
、
扱
う
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
。
現
在
は
、
サ
ロ
ン
の
参
加
者
が
1

対
1
で
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、終
了
後
に
「
個
室
」
も
設
け
て
い
る
。

 

「
当
会
に
は
豊
か
な
経
験
を
持
つ
80
代
の

会
員
も
多
数
お
り
、
サ
ロ
ン
は
気
楽
な
雰

囲
気
で
あ
り
な
が
ら
、
知
的
な
刺
激
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
の
予
定
は
当
会
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
毎
回
案
内
を
出
し
て
い

ま
す
の
で
、
海
外
の
I
C
T
事
情
に
興
味

が
あ
る
協
力
隊
員
の
方
々
に
は
ぜ
ひ
、
気

軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」（

事
務
局
長
）

財団法人小野田自然塾（現・一般財団法人小野田記念財団）の理事長だった故・小野田寛郎氏（前列
中央）を講師に招いて当会が開催した講演会の参加者たち

ICT
海外ボランティア会

最高意思決定機関 会員総会

会員総会の頻度 毎年6月に開催

役員会の頻度 毎月1回開催

会員・役員間の
主な連絡手段 メーリングリスト・対面会議

問い合わせ窓口
■
■
■https://tokyo-exjocv.com/contact

情報発信の手段 ■https://tokyo-exjocv.com

代 表 者
（マラウイ・養鶏・1978年度2次隊前期）

会 員 数 約200人

入会資格 会の趣旨に賛同する人

会　　費 2000円／年

Organization

Management

Contact

正式名称 青年海外協力隊東京OB会

設立時期 1976年

法 人 格 任意団体

Outline正式名称 ICT海外ボランティア会

設立時期 2008年

法 人 格 任意団体

代 表 者 （シニア海外ボランティア／
タイ・電気通信・1999年度派遣）

会 員 数 約500人

入会資格

■正会員：ICT（情報通信技術）分野の国際
協力・国際ビジネスに携わったことがある／
携わっている法人、団体、個人
■賛助会員：会の趣旨に賛同する人

会　　費 なし

最高意思決定機関 会員総会（名称は「年度末運営会議」）

会員総会の頻度 毎年2月に開催

役員会の頻度 毎月1回開催

会員・役員間の
主な連絡手段 メーリングリスト・Web会議

問い合わせ窓口 ■
■https://ictov.jimdo.com

情報発信の手段 ■https://ictov.jimdo.com

Outline

Organization

Management

Contact

■ 会の目的 

■ 会の目的 

■会員相互の交流を促進する
■国内外の企業などと交流し、その支援を行う

■青年海外協力隊員など国外で活動している日本人を支援する
■日本を訪れている外国人を支援する
■国内でボランティア活動をしている団体を応援する

　
主
に
東
京
都
在
住
の
協
力
隊
経
験
者
で

構
成
さ
れ
る
当
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は

1
9
7
6
年
。
コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
て
一
部

は
中
断
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ

か
の
活
動
を
地
道
に
継
続
し
て
き
た
。
そ

の
1
つ
は
、
外
部
か
ら
講
師
を
招
い
て
協

力
隊
事
業
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
勉
強
会
。

月
に
1
回
の
ぺ
ー
ス
で
開
催
し
て
き
た
。

中
高
生
を
対
象
と
す
る
パ
ラ
オ
へ
の
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
は
、
毎
年
1
回
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
い
る
。

　
千
葉
県
木
更
津
市
郊
外
に
あ
る
民
間

の
児
童
養
護
施
設
「
野
の
花
の
家
」
の
支

援
も
、
1
9
9
8
年
か
ら
20
年
以
上
に
わ

た
っ
て
継
続
し
て
き
た
活
動
で
あ
る
。
毎

年
夏
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
、
冬
に

は
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
き
、
当
会
会
員
が

施
設
の
利
用
者
や
元
利
用
者
と
交
流
し
て

い
る
。
同
施
設
の
理
事
長
は
開
園
す
る
以

前
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
の
子
ど
も
た

ち
の
里
親
に
な
る
な
ど
の
活
動
を
し
て

お
り
、
82
年
か
ら
は
そ
の
支
援
を
当
会
の

野
村
代
表
を
含
む
協
力
隊
経
験
者
数
人
が

開
始
。
85
年
に
開
園
し
た
後
か
ら
は
当
会

と
し
て
同
施
設
の
支
援
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
。
同
施
設
で
活
動
を
す
る
際
に

は
、
パ
ラ
オ
の
活
動
と
同
様
、
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
の
趣
旨
で
高
校
生
や
大
学
生
を
招

く
こ
と
も
あ
り
、
参
加
し
た
大
学
生
が
社

会
課
題
へ
の
関
心
を
深
め
、
そ
の
後
協
力

隊
に
参
加
し
た
例
も
あ
る
。

 

「
家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
の
支
援
を

は
じ
め
、
当
会
は
こ
れ
ま
で
国
内
の
社
会

課
題
に
関
す
る
活
動
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
そ
う
し
た
方
針
の
も
と
、

若
い
世
代
の
協
力
隊
経
験
者
の
力
や
知
恵

を
取
り
込
み
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
野
村
代
表
）

2021年2月に開催したサロンの様子
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※進路相談の対象は、青年海外協力隊および日系社会青年海外協力隊経験者のみとなります。
※カウンセラー／相談役により対応可能な日が異なりますので、あらかじめ電話またはメールでのご連絡をお願いします。

今月の先輩隊員： さん

職種：PC インストラクター

隊次：2016 年度2 次隊

出身地：千葉県

任期終了時年齢：34 歳

生まれた年：1984 年 派遣国：ソロモン

 面 接  
現在の勤務先の面接では、「略歴」「今後、海外勤務ができる企業に転職
することは考えているか」「前職で苦労したことと、それに対してとった策」
などについて聞かれました。「汚水処理技術についての知識を身につけ、
海外の汚水処理のレベルアップに貢献したい」という、現在の勤務先を志
望する明確な動機があったため、面接ではその思いをありのまま伝えまし
た。

GOOD WAY!
面接の前に、あらためてウェブサイトなどにある情報から実際に携
わるかもしれない業務についてイメージをふくらませ、どのような場
面で自分の知識やスキルが生かせそうかを明確にしておきました。

MESSAGE
勤務してきた各企業や協力隊での経験
で得たものを洗い出し、どの過程も無
駄ではなかったと伝えようと努めたこと
が、成功要因の1つではないかと思って
います。ぜひ、それまでの経験で得たも
のの洗い出しは入念に行ってください。

GOOD WAY!
協力隊経験について記述する場合は、採用担当者が協力
隊事業や途上国の事情に詳しくないことを想定して、わか
りやすい具体例を挙げるのが良いと思います。

GOOD WAY!
「PARTNER」に求人情
報を載せている企業は、
協力隊経験を有益なも
のと捉えているところが
多いため、そうした企業
に就職したいという方に
向いた求人情報にたどり
着きやすいと思います。

 書類審査 
現在の勤務先に提出した書類は履歴書・職務経歴書です。私は
数回の転職経験があったのですが、それがマイナスの印象を与え
てしまわないよう、協力隊参加を含めていずれも前向きな理由での
進路選択であったこと、勤務してきた各企業での仕事や協力隊活
動で直面した苦労とその解決策、そうした経験を通じてどのように
成長できたかなどを明記するよう心がけました。

 情報収集  
主にJICAの国際キャリア総合情
報サイト「PARTNER」で求人情報
を集めました。当初は早く進路を
決めたいという焦りもあり、さまざ
まな転職サイトを閲覧しました。し
かし、あまりに多くの求人情報に触
れたことで、どの方向に進むべきか
に迷いが生じてしまったため、閲覧
するのは「PARTNER」に絞ること
にしました。

帰国直後から帰国の1年後

J I C A 海外協力隊ウェブサイト「帰国隊員の進路開拓についての相談受付」　

▲

https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/counselor/

就職先：

フジクリーン工業株式会社
事業概要：浄化槽・産業廃水処理ユニット・ブロワ（＊）の開発・製造・販売・設計・施工・メンテナンス

 先輩隊員の

シューカツ記
先輩隊員たちが振り返る

就職活動の記録。

シューカツ
START

略 歴

■2006年〜、ホテル勤務のかたわらで建築の専門学校に通う
■2008年〜、建築意匠設計に従事
■2016年10月、青年海外協力隊員としてソロモンに赴任
■2018年10月、帰国
■2019年10月、フジクリーン工業株式会社に入社

協 力 隊 時 代 の 活 動 を 教 えてください

首都ホニアラにあるドンボスコ職業訓練校に配属され、C
＊

ADソフト
やパソコンの基本操作を教える授業を担当しました。

帰国の9カ月後

応募…1社
書類審査通過…1社
内定…1社

 内 定 

自 己 分 析

仕 事 選 び の 今 昔 。 重 視 し た の は ？

協力隊参加前＝ 　協力隊参加後＝

就 活 の 方 針 は ？

協力隊時代の派遣国で生活排水が川や海に垂れ流されている状
況を見て汚水処理への関心が高まったことから、資格や業務経験
があった「建築」と「汚水処理」の両方に関連する仕事を探すこと
にしました。さらに、「協力隊経験が生かせるか」「海外にかかわ
ることができるか」という点も重視しました。

協 力 隊 経 験 を 応 募 書 類 に どう 表 現 しました か？

汚水処理に関心を持つようになったきっかけが協力隊経験にあっ
たことを、「生活排水が垂れ流されている川や海で子どもたちが
遊び、女性たちが洗濯をしていたことが衝撃的だった」といった具
体的なエピソードと共に記述しました。

就 活 で 特 に 苦 労した 点 は？

当初は「早く進路を決めたい」という焦りが強すぎて、手当たり次
第に求人情報を探してはさらに不安がかき立てられるという悪循
環に陥ってしまいました。その後、「できる限りのことをやって、後
は運命に任せよう」という覚悟ができたため、現在の勤務先に応
募する際は、落ち着いて企業研究や自己分析に取り組むことがで
きました。

現 在 の 仕 事 の や り が い を 教 え て く だ さ い

海外案件に携わる機会を与えられ、関連部署と協力しながら、現
地の方々による浄化槽の適切な施工や維持管理のために働ける
ことにやりがいを感じます。また、現地の方を一方的に指導するの
ではなく、海外拠点を通して現地の実情や要望を伺い、現地の方
と協力しながら歩んでいる点は協力隊活動と重なり、うれしさを
感じます。

今 後 の 抱 負 を お 願 い し ま す

当社の浄化槽は海外でも多く導入されています。今後も、安全で
適切な施工の実施と定期的な維持管理の定着を目指して、現地
の方 と々共に取り組んでいきたいと思っています。

国内

収入

安定

プライベート

国外

やりがい

挑戦

仕事

強　み

■行動力
■創造力
■順応性
■建築設計の経験

弱　み ■汚水処理に関する知識や経験がなかった

資　格 ■二級建築士

帰国の8カ月後 帰国の7カ月後

現在の所属先：技術管理部 技術管理課
海外向け浄化槽の設計・施工に関する業務、産業廃
水処理ユニットなどで使う大型管体の国内外への発
注業務、知識・技術の向上を目的とする社員向け動画
教材の作成などに携わっています。

「フジクリーン工業株式会社」ウェブサイト▲

https://www.fujiclean.co.jp/

今月の業種：
民間企業

（製造業）

CADソフトの授業を行
う宮野さん

就職！

＊ブロワ…送風機。浄化槽では、汚れを分解する微生物に酸素を供給するために使われる。

＊CADソフト…コンピュータによる設計（CAD ／キャド）のためのソフトウェア。



こ
の
教
室
で
は
上
手
に
は
な
れ
ま
せ

ん
」。
子
ど
も
を
入
会
さ
せ
た
い
と
や

っ
て
来
た
保
護
者
を
、
こ
ん
な
言
葉
で
煙
に
巻

く
「
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
を
開
い
て
い
る
の
は
、

2
0
2
0
年
5
月
に
設
立
さ
れ
た
一
般
社
団
法

人
S
．C
．P
．J
a
p
a
n
だ
。
共
同
代
表
を

務
め
る
の
は
、
ブ
ー
タ
ン
で
体
育
隊
員
と
し
て

活
動
し
た
井
上
由
惟
子
さ
ん
で
あ
る
。

　

S
．C
．P
．J
a
p
a
n
が
目
指
す
の
は
、「
誰

も
が
自
分
ら
し
さ
を
保
ち
な
が
ら
歩
ん
で
い
け

る
社
会
」
を
つ
く
る
た
め
に
貢
献
で
き
る
人
材

を
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
育
て
る
こ
と
だ
。
サ
ッ

カ
ー
を
は
じ
め
、ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
中
に
は
「
走

る
」「
投
げ
る
」「
蹴
る
」
な
ど
シ
ン
プ
ル
な
動

作
が
で
き
る
人
な
ら
誰
で
も
参
加
し
、
楽
し
め

る
も
の
が
あ
る
。
運
動
能
力
が
高
い
子
と
低
い

子
、
障
害
が
あ
る
子
と
な
い
子
な
ど
が
そ
う
し

た
競
技
に
一
緒
に
取
り
組
む
機
会
を
つ
く
り
、

違
い
が
あ
る
人
と
共
に
歩
む
力
を
子
ど
も
た
ち

に
身
に
つ
け
て
も
ら
う
。
そ
ん
な
形
で
ス
ポ
ー

ツ
を
活
用
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
S
．C
．P
．

J
a
p
a
n
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。

　

活
動
の
柱
の
1
つ
は
、「
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ッ
カ

ー
教
室
」
と
称
し
た
子
ど
も
対
象
の
サ
ッ
カ
ー

教
室
の
開
催
だ
。
運
動
が
不
得
意
な
子
で
も
疎

外
感
を
持
つ
こ
と
な
く
参
加
で
き
る
よ
う
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
は

行
わ
ず
、
試
合
に
終
始
す
る
。
し
か
も
そ
の
ル

ー
ル
は
公
式
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
う
の
で
は

な
く
、「
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
に
す
れ
ば
み
ん

な
が
楽
し
め
る
か
」
を
子
ど
も
た
ち
が
話
し
合

い
、
そ
の
日
の
試
合
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
。「
得

意
な
子
は
シ
ュ
ー
ト
を
し
て
は
い
け
な
い
」「
不

得
意
な
子
が
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
た
ら
2
点
と
す

野
口
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
社
会
づ
く

り
に
関
心
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
さ
ま

ザ
ン
ビ
ア
に
渡
っ
て
半
年
間
、
イ
ン
タ
ー
ン
と

し
て
現
地
N
G
O
の
活
動
に
参
加
し
た
。
女
性

が
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
そ
の
際

に
性
教
育
な
ど
を
行
っ
て
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

を
図
る
活
動
だ
。
野
口
さ
ん
か
ら
そ
の
話
を
聞

き
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
は
な
い
可
能
性
が
ス
ポ

ー
ツ
に
は
あ
る
の
だ
と
知
っ
た
井
上
さ
ん
は
、

そ
れ
を
追
求
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、途
上
国
で
ス
ポ
ー
ツ
が
ど
の
よ
う

な
存
在
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
の
手
段
と
し
て

選
ん
だ
の
が
協
力
隊
だ
っ
た
。

　

派
遣
さ
れ
た
の
は
ブ
ー
タ
ン
の
小
学
校
で
、

保
健
体
育
の
授
業
を
行
う
こ
と
が
主
な
活
動
だ

っ
た
。
あ
る
と
き
授
業
の
な
か
で
、子
ど
も
た
ち

に
「
夢
」
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。
す
る
と
多
く

の
子
ど
も
が
、「
今
と
同
じ
よ
う
に
、
家
族
を
大

切
に
し
な
が
ら
生
き
て
い
き
た
い
」
と
書
い
て

き
た
。
そ
れ
を
見
て
井
上
さ
ん
は
、「
現
状
」
を

迷
い
な
く
肯
定
す
る
姿
に
感
銘
を
受
け
た
。

 

「
そ
の
と
き
に
初
め
て
、
成
長
ば
か
り
を
求
め

る
の
で
は
な
く
、
現
状
を
肯
定
し
て
も
構
わ
な

い
の
だ
、
私
は
『
心
の
弱
さ
』
を
自
分
ら
し
さ

の
1
つ
と
し
て
生
き
て
も
構
わ
な
い
の
だ
と
思

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

「
ま
と
ま
ら
な
い
」
に
耐
え
る

「
ま
と
ま
ら
な
い
」
に
耐
え
る

　

協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
「
誰
も
が
自
分
ら

し
さ
を
保
ち
な
が
ら
歩
ん
で
い
け
る
社
会
」
を

つ
く
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
井
上
さ
ん

は
、帰
国
の
2
年
後
、そ
う
し
た
社
会
を
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
ど
う
つ
く
る
か
に
つ
い
て
研
究
を

す
る
た
め
、
筑
波
大
学
大
学
院
に
進
学
。
さ
ら

に
、
そ
の
実
践
に
も
取
り
組
み
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
じ
関
心
を
持

っ
て
い
た
野
口
さ
ん
を
含
む
元
女
子
サ
ッ
カ
ー

選
手
3
人
で
S
．C
．P
．J
a
p
a
n
を
設
立
。

サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
活

動
と
並
行
し
て
、
大
人
を
対
象
に
社
会
の
多
様

性
と
ス
ポ
ー
ツ
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
啓
発
す

る
活
動
も
行
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
活
動
は
主

に
野
口
さ
ん
が
担
当
し
て
い
る
。

　

井
上
さ
ん
が
サ
ッ
カ
ー
教
室
で
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
で
重
視
し
て
い
る
の
は
、「
導
き

す
ぎ
な
い
」
と
い
う
姿
勢
だ
。

 

「
互
い
の
考
え
を
理
解
し
つ
つ
、
そ
の
違
い
を

前
提
と
し
て
着
地
点
を
見
つ
け
出
す
た
め
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
考
え
を
安
心
し
て
表

現
で
き
る
環
境
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
点
、『
き
み
が
言
お
う
と
し
て
い
る
の

は
こ
う
い
う
こ
と
？
』
な
ど
と
発
言
を
誘
導
し

て
し
ま
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
考
え
を
持
っ
て

い
る
場
合
に
『
自
分
の
考
え
は
間
違
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
』
と
口
に
す
る
の
を
た
め
ら
っ

て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
発
言
を
誘
導

し
な
い
で
い
る
と
、
そ
の
日
の
試
合
の
ル
ー
ル

を
決
め
る
話
し
合
い
な
ど
は
な
か
な
か
結
論
が

ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
私
は
当
初
、
発

言
を
誘
導
し
が
ち
だ
っ
た
の
で
す
が
、
徐
々
に

そ
れ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。『
ま
と
ま
ら
な
い
』
と
い
う
居
心
地

の
悪
さ
に
耐
え
、
そ
う
し
た
状
態
の
な
か
で
忍

耐
強
く
他
者
の
考
え
に
耳
を
傾
け
続
け
る
こ
と

こ
そ
、『
多
様
性
』
が
あ
る
社
会
を
つ
く
る
う
え

で
必
要
な
根
本
姿
勢
だ
と
わ
か
っ
て
き
た
か
ら

で
す
」

る
」。
そ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
出
る
と
、「
そ
う
い

う
ル
ー
ル
で
不
得
意
な
子
は
本
当
に
楽
し
め
る

だ
ろ
う
か
？
」「
そ
ん
な
ル
ー
ル
は
つ
ま
ら
な

い
」
な
ど
と
反
論
が
出
て
議
論
は
紛
糾
す
る
。

し
か
し
、
コ
ー
チ
は
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

に
徹
し
、
子
ど
も
た
ち
に
着
地
点
を
見
つ
け
出

さ
せ
る
。

 

「
子
ど
も
た
ち
の
議
論
の
衝
突
も
大
事
に
し
て

い
ま
す
。
彼
ら
が
将
来
、
違
い
が
あ
る
人
同
士

が
共
生
す
る
社
会
を
つ
く
る
の
に
貢
献
す
る
た

め
に
は
、
衝
突
を
乗
り
越
え
る
力
を
身
に
つ
け

て
お
く
こ
と
が
必
要
な
は
ず
だ
か
ら
で
す
」

ブ
ー
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち
の
夢

ブ
ー
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち
の
夢

　

井
上
さ
ん
は
、
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

に
所
属
し
て
い
た
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市

原
・
千
葉
レ
デ
ィ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
で
中

学
時
代
か
ら
活
躍
し
、そ
の
後
、ア
ン
ダ
ー
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
日
本
女
子
代
表
に
も
選
ば
れ
た
女
子

サ
ッ
カ
ー
の
エ
リ
ー
ト
だ
。
し
か
し
、21
歳
と
い

う
若
さ
で
引
退
す
る
。

 

「
ひ
た
す
ら
競
い
合
う
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界

を
楽
し
め
る
だ
け
の
心
の
強
さ
が
私
に
は
な

く
、
向
い
て
い
な
い
世
界
だ
っ
た
の
だ
と
気
づ

き
、引
退
を
決
意
し
ま
し
た
」

　

引
退
時
、
井
上
さ
ん
は
日
本
女
子
体
育
大
学

の
学
生
で
あ
り
、
卒
業
後
の
第
一
歩
と
し
て
選

ん
だ
進
路
が
協
力
隊
だ
っ
た
。
そ
の
選
択
を
後

押
し
し
た
の
は
、井
上
さ
ん
と
共
に
S
．C
．P
．

J
a
p
a
n
を
立
ち
上
げ
た
野の

口ぐ
ち

亜あ

弥や

さ
ん
で

あ
る
。
野
口
さ
ん
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
プ
ロ
チ

ー
ム
な
ど
で
プ
レ
ー
し
た
元
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
。
井
上
さ
ん
が
引
退
し
た
翌
年
に
引
退
し
た

多様性ある社会をつくる人材多様性ある社会をつくる人材
をスポーツで育成をスポーツで育成
ブータンで体育隊員として活動するなか、「弱さ」を自分らしさの一部とブータンで体育隊員として活動するなか、「弱さ」を自分らしさの一部と

して受け入れて生きても構わないのだと思えるようになったという井上さして受け入れて生きても構わないのだと思えるようになったという井上さ

ん。その経験から、「誰もが自分らしさを保ちながら歩んでいける社会」ん。その経験から、「誰もが自分らしさを保ちながら歩んでいける社会」

をつくるために貢献できる人材を、スポーツを通して育成する団体を設をつくるために貢献できる人材を、スポーツを通して育成する団体を設

立した。立した。

 
「

 
「

平和・平等・協力・健康……「スポーツが    持つ力」と自身の専門性を掛け合わせ、未来をつくりあげるJICA海外協力隊経験者たちの現在の活動・仕事を紹介します。平和・平等・協力・健康……「スポーツが    持つ力」と自身の専門性を掛け合わせ、未来をつくりあげるJICA海外協力隊経験者たちの現在の活動・仕事を紹介します。

一般社団法人
「S.C.P.Japan」
共同代表

さん
●ブータン
●体育
●2015年度1次隊

PROFILE●いのうえ・ゆいこ
1991年生まれ、千葉県出身。中学時代に当時日本女子サッ
カーリーグに所属していたジェフユナイテッド市原・千葉レディ
ースに入団。トップチームのミッドフィルダーとして87試合に
出場し、22得点を上げる。引退後の2015年6月、青年海外
協力隊員としてブータンに赴任し、小学校で保健体育授業の支
援に取り組む。17年6月に帰国。筑波大学大学院に進学して
研究に取り組むかたわら、20年5月に元女子サッカー選手3人
で一般社団法人S.C.P.Japanを設立し、共同代表に就任。
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❶国連の「開発と平和のためのスポーツ国際デー」である2021年4月6日にS.C.P.Japanが開いたオンラインイベント。「開発と平和のためのスポーツ」をテーマにしたパネルディスカッシ
ョンなどを行った　❷「ハッピーサッカー教室」で子どもたちによる話し合いのファシリテーションをする井上さん　

❷ ❶
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募集中のお題

「寄り道」「幽霊」
投稿は『クロスロード』編集室まで
（P35をご覧ください）

まずはボディメイク
知的障害児が通う特別支援学校で「身だしなみを整えよう」という授業をした。「シャツのボタンを留め
よう」「シャツの裾をしまおう」……おなかが出ていてできない子がいる！　そこでまずはボディメイ
クをと、ウォーキング部を発足。毎日昼休みに30分間、とにかく歩き続けることとした。すると、うまく

歩けない子の手を別の子が取って歩くなど、普段の授業にはない光景が見られる癒しの時間となった。

ペンネーム：もーりー さん（アフリカ・障害児・者支援・2018年度派遣）

今月の1枚

JICA海外協力隊の

イラスト＝牧野良幸

               ドレスコード
任地の人々の普段着は、Tシャツにズボンや
巻きスカート、サンダルが定番。しかし、知
人宅への訪問やお祈りの日には、男性はシ
ワのないシャツに磨かれた靴、女性はドレス
にパンプスという出で立ち。そのギャップが
衝撃的だった。私がどのような場面もTシャ
ツとコットンパンツで臨んでいたところ、現
地の女性陣から「もっとおしゃれをしなさ
い」と茶々が入った。

ペンネーム：ムホザ さん
（アフリカ・コミュニティ開発・2017年度派遣）

★            そんなに大事!?
派遣国の女性にとって、ネックレスやイヤリ
ングなどの「アクセサリー」は重要だ。付け
ないまま出勤し続けていると、同僚から「早
く買いなさい」と言われた。ある日、汗をか
きながら「飲料水を買ってくる」と言うと、「水
じゃなくてネックレスを買っておいで！」とい
う同僚の声が。そんなに大事だったのか…
…。思い直し、以来、アクセサリーを付ける
ことは欠かさないようになった。

ペンネーム：ドキドキドンキー さん
（アジア・小学校教育・2018年度派遣）

★
★

あなたのつぶやきが
イラストになるかも！？

            あれ？ 同一人物？
「ん?! この人この前会った人だっけ……？」。
配属当初はよく戸惑っていた私。なぜなら
みんな、髪型がコロコロ変わるのです。髪型
のオシャレにこだわる女性たち、カツラや
付け毛を駆使して、日によって長さや色を変
え、雰囲気がガラッと変わることも。でも常
夏の国で暑くないのかしら？　どの国でも

「オシャレは我慢」なのね、と思うのでした。

ペンネーム：みかん さん
（中南米・青少年活動・2016年度派遣）

★★★

お題 ▶︎ 身だしなみ
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一般社団法人協力隊を育てる会『クロスロード』編集室
eメール

ご意見・ご感想をお聞かせください。

アイデアも大募集！
今月号をお読みになり、どのようにお感じにな
りましたか？　ご意見・ご感想をお寄せくだ
さい。また、今後取り上げてほしい企画のアイ
デアや、ご紹介いただける情報がございまし
たら、ぜひお知らせください。

以下のようなアイデア・
投稿を募集中です

令和3年7月号［第57巻第6号 通巻668号］
発行日　令和3年7月1日

編集・発行：
独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-4-1
竹橋合同ビル

『クロスロード』は
JICA海外協力隊の
ウェブサイトでも公開
しています。

●派遣国での活動・生活の “失敗談”をお寄せく
ださい。

●派遣国での活動・生活に役立つ “ちょっとし
た技”をお持ちでしたら、ご紹介ください。

●P34に記載している「お題」で、派遣国での活
動・生活のひとコマをつぶやいてみませんか。

●日本でもつくることができる派遣国の料理のレシ
ピをお寄せください。

※本誌に掲載されている記事等の内容は執筆者の個人的見解であり、JICA の公式見解を示すものではありません。

JICA青年海外協力隊事務局からのお知らせ
INFORMATION

　途上国が向き合う課題や、その解決に取り組む人々を紹介する
JICAの広報誌として、2013年から月刊誌『mundi』が発行されてき
ましたが、21年6月より、誌名を『JICA Magazine』に改めた後継の
隔月誌にバトンタッチされました。これまでと同様、紙媒体の発行は
続ける一方、インターネットで音声や動画をダウンロードできるサービ
ス「Podcast」を使った、協力隊員などが体験を語る生の音声の配信
も開始します。協力隊員の活動を紹介するコーナーは「JICA海外協
力隊 MY STORY」というタイトルでリニューアル。初回にご登場いた
だいたのは、シニア海外協力隊員の さん（マーシャル・廃棄
物処理・2017年3次隊）です。

JICA広報誌がリニューアル

　JICA地球ひろばでは2021年5月22日に高校生と大学生を対象と
した国際理解教育イベント「集まれ！全国の高校・大学生！《JICA地
球ひろばバーチャルツアー＆ワークショップ》」を開催しました。ワーク
ショップでは、モザンビークで協力隊員として識字教育の支援に取り
組んだJICA地球ひろばの地球案内人が紹介する活動事例をベース
に、SDGsの「ゴール4」を達成するために必要な取り組みについての
ディスカッションが行われました。

高校生・大学生を対象とした
「バーチャルツアー&ワークショップ」を開催

　1995年11月に協力隊員の派遣が開始されたセントルシアは、
2020年に協力隊員の派遣開始25周年を迎えました。カリブ海地
域では、ドミニカ共和国とジャマイカに次ぐ3番目の派遣開始であり、
03年までは教育分野の支援をする協力隊員が、その後は水産、防災、
環境、貧困削減など同国のより幅広い開発課題の解決を支援する協
力隊員が派遣されてきました。21年5月末現在、累計の派遣人数は
262人に上ります。
　JICAセントルシア事務所では、20年度より協力隊派遣開始25周
年を記念する事業を進めています。記念ロゴの作成、マスクやエコバ
ッグ、アルミボトルといった記念品の作成と配布、協力隊員の活動を
紹介する動画の作成と現地のテレビ番組での21回にわたる放映など
が、その具体的な取り組みです。

JICAセントルシア事務所で
協力隊派遣25周年の記念事業を展開

左：『JICA Magazine』の表紙　中：「JICA海外協力隊 MY STORY」　右：『JICA 
Magazine』のQRコード

JICAセントルシア事務所が協力隊派遣25周年記念事業として作成したロゴや記念品



　

私
は
学
校
な
ど
で
ご
み
に
関
す
る

啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。写
真

は
、中
等
学
校
で
行
っ
た
環
境
教
育
の

様
子
で
す
。集
中
力
が
続
か
な
い
生
徒

た
ち
に
ど
う
対
処
し
よ
う
か
と
知
恵

を
絞
っ
て
取
り
入
れ
、受
け
が
良
か
っ

た
の
が
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
。コ
ン

ポ
ス
ト
づ
く
り
に
関
し
て
ご
み
を
分

解
す
る
微
生
物
の
役
割
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
の
、「
水
分
」
と

書
い
た
イ
ラ
ス
ト
を
提
示
し
た
ら
、微

生
物
が
水
分
を
取
り
入
れ
て
い
る
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
を
す
る
、と
い
っ
た
ル
ー
ル

の
ゲ
ー
ム
で
す
。

※
松
下
さ
ん
の
活
動
の
詳
細
は
8
〜
9
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今月号の表紙

ペルー
 

文＝ さん
（環境教育・2018年度1次隊）
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　任地マカッサルの伝統料理です。ここ
の協力隊員は皆、着任すると同僚などから
「チョトは食べた？」と聞かれ、「まだです」
と言えば「じゃあ食べに行こう！」と、「あの
店で食べた」と答えると「もっとおいしい店
があるよ！」と、未知のお店に連れて行かれ
ます。日本で食べてもおいしいのですが、や
はり物足りなさはあります。あの暑さ、コー
ランの音、少し汚れたお皿やテーブル、人
懐っこい現地の人々……。そんな演出の中
で食べるチョトは
ひと味違います。
早くコロナ禍が去
り、多くの日本人
が本物のチョト・
マカッサルを味わ
える日が来ること
を願っています。

インドネシアの牛肉スープ
「チョト・マカッサル」

材料（6人分）

牛もも肉（ブロック）…500g
センマイ（牛の第三胃）…500g
レモングラス…5枚
ローリエ…5枚
しょうが…5㎝片
玉ねぎ…2個
キャンドルナッツ…8粒
ピーナツ…50g
カルダモン（粉）…大さじ1
クミン（粉）…小さじ1
塩…大さじ1
こしょう…小さじ1
油…分量外

つくり方

❶鍋にたっぷりの水（約2L）を入れ、牛もも
肉とセンマイを茹でる。火が通ったら牛
もも肉とセンマイを取り出し、茹で汁を約
1.5Lだけ残しておく。

❷牛もも肉をひと口大に、レモングラスを3、

4㎝の長さに切る。しょうがは輪切りにす
る。これらをローリエと共に❶で残した茹
で汁に入れて煮る。
❸センマイを3、4㎝の長さに切り、少量の油
でカリッとするまで炒める。
❹玉ねぎはみじん切りにし、キャンドルナッ
ツとピーナツは粉砕する。大さじ３の油で
Aをすべて一緒に香りが出るまで炒める。
❺❷の鍋に❸と❹を入れ、20分ほど煮たら
出来上がり。

ひとくちメモ

牛の内臓と多くの香辛料を使う点が特徴の
料理です。どの内臓でもおいしいので、お好
みのもので試してみてください。キャンドル
ナッツが手に入らない場合は、ピーナツを倍
に増やしてください。現地では、もち米をコ
コナツミルクと塩で味付けし、ヤシの葉でく
るんで蒸す「ちまき」のような料理「ケトパッ
ト」と共に、柑橘をたっぷり絞って食べるの
が一般的です。麺やライスを入れてもとても
おいしくいただけます。

さん
（インドネシア・料理・2014年度3次隊）
●活動内容：マカッサル観光高等専門学校

（南スラウェシ州マカッサル市）に配属され、
調理科で日本料理の指導などに従事。

チョト・マカッサルが
食べられる現地の店

今月の料理人

A

日本でつくる現地の
「めし」は活力の源

おかわ
り!
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